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平 成 ２ ３ 年 
 

赤平市議会第４回定例会会議録（第１日） 
 
                         １２月１３日（火曜日）午前１０時００分 開 会 
                                    午後 ２時００分 散 会 
 
 〇議事日程（第１号） 
  日程第 １ 会議録署名議員の指名      
  日程第 ２ 会期決定の件          
  日程第 ３ 諸般の報告           
  日程第 ４ 市政の報告（市長・教育長）   
  日程第 ５ 議案第 ５１号 赤平市議会の議 
        員その他非常勤の職員の公務災害 
        補償等に関する条例の一部改正に 
        ついて             
  日程第 ６ 議案第 ５２号 赤平市市税等の 
        特定滞納者等に対する特別措置に 
        関する条例の一部改正について  
  日程第 ７ 議案第 ５３号 建物及び土地の 
        無償譲渡について        
  日程第 ８ 議案第 ５４号 赤平市体育研修 
        センター条例を廃止する条例の制 
        定について           
  日程第 ９ 議案第 ５５号 公の施設の指定 
        管理者の指定について（赤間地区 
        共同浴場）           
  日程第１０ 議案第 ５６号 市道の認定につ 
        いて              
  日程第１１ 報告第 １０号 専決処分の報告 
        について            
  日程第１２ 報告第 １１号 専決処分の報告 
        について            
  日程第１３ 一般質問            
        １．五十嵐 美 知 議員    
        ２．植 村 真 美 議員    
 
 〇本日の会議に付した事件 

  日程第 １ 会議録署名議員の指名      
  日程第 ２ 会期決定の件          
  日程第 ３ 諸般の報告           
  日程第 ４ 市政の報告（市長・教育長）   
  日程第 ５ 議案第 ５１号 赤平市議会の議 
        員その他非常勤の職員の公務災害 
        補償等に関する条例の一部改正に 
        ついて             
  日程第 ６ 議案第 ５２号 赤平市市税等の 
        特定滞納者等に対する特別措置に 
        関する条例の一部改正について  
  日程第 ７ 議案第 ５３号 建物及び土地の 
        無償譲渡について        
  日程第 ８ 議案第 ５４号 赤平市体育研修 
        センター条例を廃止する条例の制 
        定について           
  日程第 ９ 議案第 ５５号 公の施設の指定 
        管理者の指定について（赤間地区 
        共同浴場）           
  日程第１０ 議案第 ５６号 市道の認定につ 
        いて              
  日程第１１ 報告第 １０号 専決処分の報告 
        について            
  日程第１２ 報告第 １１号 専決処分の報告 
        について            
  日程第１３ 一般質問            
  

 

 
順序 議 席  

番 号 
 
氏   名 

 
件       名 

   １    ２  五十嵐美知 １．新年度財政の見通し 
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順序 議 席

番 号 
氏   名 件       名 

     について 
２．官民連携について 
３．病気予防について 
４．防災行政について 
５．教育行政について 

   ２    ３  植村 真美 １．高度情報化社会とと 
  もに歩む当市の対応 
  について 
２．実践型の人材育成の 
  考え方について 
３．産業観光をすすめて 
  いく上での課題につ 
  いて 
４．住環境と町並み整備 
  のあり方の中で 
５．地域連携課の設置に 
  ついて 
６．教育委員会のさらな 
  る情報発信のあり方 
  について 

 
 
 〇出席議員 １０名 
        １番  大 道 晃 利 君 
        ２番  五十嵐 美 知 君 
        ３番  植 村 真 美 君 
        ４番  竹 村 恵 一 君 
        ５番  若 山 武 信 君 
        ６番  向 井 義 擴 君 
        ７番  太 田 常 美 君 
        ８番  菊 島 好 孝 君 
        ９番  北 市   勲 君 
       １０番  獅 畑 輝 明 君 
 

 〇欠席議員  ０名 
 
 〇説 明 員 
  市      長  高 尾 弘 明 君 
  教育委員会委員長  田 口 敏 弘 君 
  監 査 委 員  小 椋 克 己 君 
 
  選挙管理委員会            
             壽 崎 光 吉 君 
  委 員 長            
 
  農業委員会会長  野 村   繁 君 
                       
  副   市   長  浅 水 忠 男 君 
  総 務 課 長  町 田 秀 一 君 
  企 画 財 政 課 長  伊 藤 寿 雄 君 
  税 務 課 長  栗 山 滋 之 君 
  市 民 生 活 課 長  片 山 敬 康 君 
  社 会 福 祉 課 長  永 川 郁 郎 君 
  介護健康推進課長  斉 藤 幸 英 君 
  商工労政観光課長  伊 藤 嘉 悦 君 
  農 政 課 長  菊 島 美 時 君 
  建 設 課 長  熊 谷   敦 君 
  上 下 水 道 課 長  横 岡 孝 一 君 
  会 計 管 理 者  保 田 隆 二 君 
  消 防 長  中 村 高 庸 君 
 
  市立赤平総合病院            
             實 吉 俊 介 君 
  事 務 長            
                       
  教 育                 
      教 育 長  渡 邊 敏 雄 君 
  委員会                 
 
      学校教育 
   〃         相 原 弘 幸 君 
      課  長            
 
      社会教育 
   〃         吉 村 春 義 君 
      課  長            
                       
  監 査 事 務 局 長  下 村 信 磁 君 
                       
  選挙管理委員会            
             町 田 秀 一 君 
  事 務 局 長            
                       
  農 業 委 員 会 
             菊 島 美 時 君 
  事 務 局 長 
 
 〇本会議事務従事者 
  議 会 事務局長   大 橋   一 君 
 
      総務議事            
   〃         野 呂 律 子 君 
      担当主幹            
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      総務議事            
   〃         渡 邉 敏 一 君 
      係  長            
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（午前１０時００分 開 会） 
〇議長（獅畑輝明君） これより、平成23年赤平市

議会第４回定例会を開会いたします。 
 直ちに本日の会議を開きます。 
                       
〇議長（獅畑輝明君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。 
 会議録署名議員は、会議規則第78条の規定により、

議長において、１番大道議員、４番竹村議員を指名

いたします。 
                       
〇議長（獅畑輝明君） 日程第２ 会期決定の件を

議題といたします。 
 今期定例会の会期は、本日から16日までの４日間

といたしたいと思います。これにご異議ありません

か。 
（「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（獅畑輝明君） ご異議なしと認めます。 
 よって、会期は本日から16日までの４日間と決定

いたしました。 
                       
〇議長（獅畑輝明君） 日程第３ 諸般の報告であ

ります。 
 事務局長に報告させます。 
〇議会事務局長（大橋一君） 報告いたします。 
 諸般報告第１号でございますが、市長から送付を

受けた事件は15件であります。 
 本会議に説明のため出席を求めた者につきまして

は、記載のとおりであります。 
 次に、議長報告でありますが、平成23年第３回定

例会以降平成23年12月12日までの動静につきまして

は、記載のとおりであります。 
 次に、例月現金出納検査の結果でありますが、監

査委員報告書の概要を記載してございます。 
 次に、本日の議事日程につきましては、第１号の

とおりであります。 
 次に、議員の出欠席の状況でありますが、本日は

全員出席であります。 

 以上で報告を終わります。 
                       
〇議長（獅畑輝明君） 日程第４ 市政の報告であ

ります。 
 一般行政について報告を求めます。市長。 
〇市長（高尾弘明君） 〔登壇〕 前定例会以降の

市政の概要につきましてご報告申し上げます。 
 初めに、北海道市長会としての取り組みについて

申し上げます。平成23年秋季北海道市長会定期総会

が10月19日に帯広市で開催され、地域主権の理念に

基づき国と地方の役割分担の明確化を図り、基礎自

治体への権限移譲を推進すること、国から地方への

税源移譲をすることにより地方税の充実強化として

国、地方間の税源配分を当面５対５とすることや地

方消費税のさらなる充実、地方交付税の拡充など財

源確保を図ること、そのほか平成24年度から予定さ

れている地域自主戦略交付金については事業の執行

に支障を来さぬよう自由度の高い制度にすることや

地方交付税の確保、福祉、医療、子育て、少子化対

策にかかわる交付金等の継続的な措置を講じること、

さらに基礎的財政収支、いわゆるプライマリーバラ

ンスについて国と地方をあわせたバランスを目標と

されているが、地方の実態を踏まえ、国の歳出削減

を目的とした地方の財政負担を増大させることのな

いようにすることなど６項目にわたり地方分権改革

の推進及び地方財政の充実、拡充、確保に関する決

議とあわせて包括的経済連携等に関する決議といた

しまして関税撤廃を原則とする環太平洋パートナー

シップ協定、いわゆるＴＰＰについて食の安全、安

定供給、食料自給率の向上、国内農業、農村の振興

が求められる今日、米や小麦、でん粉、砂糖、牛肉、

乳製品等の重要品目を関税撤廃の対象から除外する

ことを求める決議が採択されたところであります。

また、各自治体が抱える問題につきましても採択し、

11月17日には国会議員並びに関係省庁へ、11月24日

に在札機関に対しまして要請が行われたところであ

ります。 
 次に、平成23年度赤平市表彰式について申し上げ
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ます。11月３日、文化の日に交流センターみらいを

会場に多数のご来賓のご出席を賜り、表彰式を挙行

したところであります。功労表彰につきましては、

９月定例会でご同意を賜りました１氏に、功績表彰

２氏、また特別顕彰に１氏、善行表彰に１団体、栄

誉を讃えてに１氏、さらに勤続表彰につきましては

30年を最高といたしまして９名の方々にそれぞれ市

民を代表し、敬意と感謝の意を表したところであり

ます。表彰を受けられた方々は、これまで市勢の振

興と発展のためそれぞれの分野で多大なご貢献を賜

ったところでありますが、今後におきましても健康

にご留意され、なお一層市勢発展のためお力添えと

ご指導をお願い申し上げる次第であります。 
 次に、空知産炭地域基盤整備事業について申し上

げます。平成18年度から空知産炭地域総合発展基金

の弾力運営による支援措置として、国、道、民間企

業、空知産炭地５市１町の出資額となる50億5,000

万円について５市１町が実施するまちづくり振興に

資する公共建設事業に対して平成23年12月26日まで

の時限の中で活用が可能となったところであります。

当市においては、平成19年度以降公的住宅の建てか

えや修繕、除却、道路、観光施設、教育施設、医療

施設等の整備に活用し、これまでの実績と今議会で

の補正予算も含め、延べ５年間で延べ20事業、８億

4,168万2,000円を活用することとなります。産炭地

特有の課題を抱える中、近年では世界的金融経済危

機による景気低迷や新たな財政健全化法による財政

課題など、当市として極めて厳しい情勢変化の中で

当基金を財源として活用できたことは地域振興並び

に経済対策として非常に効果的であったと言えます。 
 次に、秋季住民懇談会の開催について申し上げま

す。市民の皆様と情報を共有し、まちづくりを推進

するため、昨年度から春と秋の年２回の住民懇談会

を定期的に開催しております。近年懇談会の参加者

が大幅に減っているため、このたびの秋季住民懇談

会につきましては会場数を７会場から14会場にふや

し、２班に分かれて10月25日から11月２日にかけて

開催し、冒頭赤平市の財政の現状についてご報告を

させていただき、その後市民の皆様が日ごろ感じて

いる市政やまちづくりに対する思いや考え方、要望

などに関してお話をお聞かせいただき、懇談を行っ

たところであります。会場数をふやしたことにより、

春の76名の参加者を大幅に上回る183名の方に参加

をいただく結果となり、今回出された市民の皆様の

ご要望等については既に全職員に周知しており、今

後新年度予算編成等も含め実現や改善などに向けた

検討を進めております。 
 次に、まちづくり講演会の開催について申し上げ

ます。市民のまちづくりへの参加意識やまちづくり

に必要な基礎知識を高めることを目的として、11月

29日、交流センターみらいにおいてまちづくり講演

会を開催し、170名の参加をいただいたところであ

ります。第１部では、赤平市出身のタレントでクリ

エイティブオフィスキューの代表でもある鈴井貴之

氏を講師にお招きし、「ピンチはチャンス、デメリ

ットはメリット、ゼロだからこそ可能性がある」と

題して地方だからできること、地方としての可能性

や発想力の大切さなど、自身の赤平進出の思いを含

めてご講演いただきました。また、第２部では鈴井

氏のほか100キロウオーキングを主催されている空

知単板工業の松尾社長と市長も参加し、「まちの魅

力と可能性」と題し、それぞれの実例や人と人との

かかわり、そしてまちづくりに対する思いを語るパ

ネルディスカッションを行ったところであります。

当日は比較的若い世代の方々にもご参加をいただき、

今後のまちづくりの推進に向けた一つのきっかけに

なればと期待を寄せるところであります。 
 次に、駅裏炭鉱跡地の活用の検討について申し上

げます。赤平駅裏の炭鉱跡地の有効活用に向けて、

市民の意見を反映するため、９月27日に赤平駅裏炭

鉱跡地活用検討市民協議会を設置したところであり

ます。このたびの協議会は、市内でまちづくり活動

を実践されている７団体の代表者、市民公募委員１

名のほか、企画制作のお仕事をされている鈴井貴之

氏にもご参加をいただき、さらに炭鉱と景観という

２つのテーマを掲げた活用協議となるため、都市景
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観等に関する企画立案もされ、ＮＰＯ法人炭鉱の記

憶推進事業団の事務局長を務めておられます酒井裕

司氏をコーディネーターとして計10名で協議会を構

成しております。既に４回の会議が開かれ、メンバ

ーには積極的にご参加をいただき、これまで現地視

察を初め、赤平に対する思いを語り、柔軟な発想を

持ってさまざまな視点から活発な議論が展開されて

おります。現在12月26日に最終的な意見取りまとめ

を行い、年明けの１月に市長に対して提言書を提出

する予定となっております。 
 次に、市内施設見学会について申し上げます。市

民の皆様に物づくりのまち赤平として、企業が持つ

優秀な技術や生産品等に対する理解を深めるため、

11月４日に市内施設見学会を開催し、17名の市民の

方にご参加をいただいたところであります。本年度

は、エースラゲージ株式会社北海道赤平工場のスー

ツケースの製造工程、その後空知単板工業株式会社

では薄く加工した単板が製品になるまでの作業工程

など、２社による見学、説明を受け、それぞれの技

術の高さを実感し、まちを再認識する貴重な機会と

なったところであります。参加された市民の方にも

大変好評をいただき、今後も引き続き見学会を開催

し、赤平の施設を紹介してまいりたいと思います。 
 次に、赤平産業フェスティバルについて申し上げ

ます。地場産業の振興を図るため、農業、商業、企

業の３者が主体となって10月15日に赤平駅前広場並

びに交流センターみらいを会場として第２回赤平産

業フェスティバルが開催され、約3,500人の方が来

場され、盛況に終わることができました。当日は、

御飯の食べ比べ、ゆめぴりかＰＲ米の配布、昔なが

らの脱穀体験、産業クイズラリーや物づくり体験な

どを実施し、地元の食料品や生産品、製造品等の地

場産品のＰＲを行うことができました。また、同日

本会場を起点、終点とするＪＲ北海道主催の炭鉱遺

産等をコースとしたヘルシーウオーキングも開催さ

れ、市外を中心に約400名の参加者があり、会場を

訪れ、産業フェスティバルとの相乗効果が得られた

ところであります。さらに、10月20日にはテレビで

おなじみのジャーナリストである須田慎一郎氏を交

流センターみらいにお招きし、「これからの産業振

興について、地方が生き残るための経済活性化策と

は」と題し、特別講演会を開催したところでありま

す。開催に当たりご尽力いただいた関係諸団体、協

賛やご協力をくださいました企業に加え、応援して

くださった市民の皆様に深く感謝を申し上げるとと

もに、今後もより一層異業種間の交流を深めながら

地場産業の振興に努めてまいりたいと思います。 
 次に、東京赤平会総会について申し上げます。主

に首都圏在住の赤平市出身者並びに赤平にゆかりの

ある方々で組織しております東京赤平会の平成23年

度総会及び交流会を10月29日に開催し、65名の方に

ご参加をいただいたところであります。総会では、

板山会長から厳しい時代ですが、かつて住んでいた

ふるさと赤平を応援しましょうとのあいさつをいた

だき、その後市長から会員の皆様に対して赤平の現

状や市立病院の医師確保の情報、企業誘致にかかわ

る情報提供やあかびらガンバレ応援寄附金などの支

援のご協力をお願いしたところであります。また、

赤平産米のななつぼしを配布し、赤平米のＰＲ、同

時に抽せん会の景品にご協力をいただいた企業や地

元産品のＰＲ活動も行ってきたところであります。 
 次に、赤平市における高齢者のための地域見守り

活動に関する協定の締結について申し上げます。高

齢者の見守り活動につきましては、日常行われてい

る地域住民などによる見守りのほか、このたび事業

者の協力による見守りを加えることによって複合的、

重層的な見守り活動を進めるため、生活協同組合コ

ープさっぽろが行っている宅配システム、トドック

事業を活用し、日常の配達業務において独居高齢者

宅などの訪問先で異変を発見した場合に必要に応じ

て市役所など関係機関への連絡や緊急時には救急車

の手配を行うなど、相互に連携を図りながら、より

効果的な取り組みとなるよう協力をしていくため、

12月６日に協定を締結したところであります。これ

らの活動は、今後高齢者の安心、安全に大きく寄与

するものと期待しているところであります。 
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 次に、第44回赤平市社会福祉大会について申し上

げます。11月19日、交流センターみらいにおいてだ

れもが安心して健康に暮らせる福祉社会づくりを目

指して、福祉関係者や町内会など市民約130名の方

が参加し、社会福祉大会を開催したところでありま

す。初めに、福祉関係にご貢献いただいた６名の方

に市長より感謝状、続いて社会福祉協議会会長から

表彰状と感謝状を贈呈し、引き続き登別市連合町内

会会長であります山田正幸氏より「協働のまちづく

りをめざして」と題して登別市連合町内会の組織と

地域活動の実践事例をご講演いただいたところであ

ります。 
 次に、第44回赤平市金婚式について申し上げます。

10月13日、交流センターみらいにおいて市及び社会

福祉協議会の共催により第44回金婚式を開催したと

ころであります。結婚50年、人生の起伏をご夫婦で

乗り越えられ、円満な家庭生活を営み、社会に多く

の功績を残されたご夫婦に対しまして長年のご労苦

をねぎらうとともに、今後ますますのご健勝を祈念

いたしまして、該当者37組のうち、当日は17組のご

夫婦にご出席をいただき、金婚の賞を贈呈したとこ

ろであります。 
 次に、交通安全運動について申し上げます。９月

21日から30日までの10日間にわたり秋の交通安全運

動を展開し、早朝の街頭指導には延べ1,967名の市

民の皆様のご参加をいただいたところであります。

また、運動最終日の９月30日から10月６日にかけて

は、赤歌警察署と赤平市交通安全推進協議会の主催

で各交通安全関係団体の協力のもと、園児、児童を

対象とした交通安全ポスター展をマックスバリュ赤

平店で開催、あわせて９月30日には北海道交通安全

推進委員会のご協力による交通安全パネル展を開催

し、市民に対し交通安全の意識高揚に努めたところ

であります。さらに、10月７日から16日までは秋の

輸送繁忙期の交通安全運動、11月16日から25日まで

は冬の交通安全運動を実施し、市民の皆様に交通安

全運動を呼びかけるなど、さまざまな運動を展開し

ているところでありますが、当市では昨年に比べ交

通事故件数も減少傾向で推移し、道内においても11

月30日現在交通事故死者数が都道府県でワースト第

５位と例年になく減少傾向で推移しているものの、

これから冬を迎え、降雪等により路面状態が著しく

変化し、スリップ等が起因する冬型事故の発生が心

配されますので、関係団体や市民の皆様と連携を図

りながら交通事故の防止に取り組むとともに、年末

年始における飲酒の機会もふえることから飲酒運転

の撲滅に向け、交通安全の意識高揚と啓発に努めて

まいります。 
 次に、消防行政について申し上げます。初めに、

秋の火災予防運動について申し上げます。10月15日

から31日までの17日間にわたり、全道一斉に秋の火

災予防運動が展開され、消防本部においても火災予

防思想の普及啓発を図るため、防火旗、防火看板、

防火ポスター等を掲示するとともに、少年消防クラ

ブによる防火広報及び児童による火災予防習字展な

どに取り組み、また消防団においては火災予防運動

初日に出動式を行い、無火災に向けて士気の高揚を

図ったところであります。さらに、高齢者を中心と

した家庭からの火災を防ぐため、女性消防団員によ

る防火査察、福祉施設の防火訪問を行い、また各分

団においてはそれぞれの地域ごとに火災に即応した

実践的な放水訓練や規律訓練を実施するなど、運動

期間中延べ230名の関係者の参加をいただき、地域

の安心、安全の確保に努めたところであります。 
 次に、災害備蓄品について申し上げます。大規模

災害等により、住民が避難所生活を余儀なくされた

場合に備えて災害備蓄品の準備を進めておりました

が、毛布、保温アルミマット、保温シートについて

はそれぞれ2,000枚を購入し、赤間小学校、市役所

車庫２階、茂尻分団詰所２階に分散し、備蓄すると

ともに、食糧2,400食、飲料水3,600本につきまして

は赤間小学校に備蓄したところであります。今後も

災害時に備え、食糧、飲料水については計画的に備

蓄するよう努めてまいります。 
 最後に、火災報告及び工事の進捗状況につきまし

ては、別紙のとおりでございます。 
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 以上、市政の概要につきましてご報告申し上げま

したが、ご了承のほどよろしくお願い申し上げます。 
〇議長（獅畑輝明君） 次に、教育行政について報

告を求めます。教育長。 
〇教育長（渡邊敏雄君） 〔登壇〕 前定例会以降

の教育行政の概要についてご報告いたします。 
 最初に、赤平高校についてであります。道教委は、

本市を初めとする計画の撤回を求めるその他の自治

体の要望を受け入れず、９月６日、今年度の公立高

等学校適正配置計画を正式に決定いたしました。こ

のことについては、前定例会で報告したところであ

りますが、本市としては今後も募集停止の撤回を求

めていく考え方に変わりはありません。10月７日に

は中・高教育推進委員会を開催し、志願者確保に関

係各方面の協力を確認したところであります。また、

10月31日、私は市長とともに市内の２中学校を訪問

し、校長以下担任、進路指導担当者に対して一人で

も多く赤平高校志願者確保に向け、協力をお願いし

たところであります。中学校では、今後３者懇談を

経て年明けの願書提出となりますが、本年度も卒業

生が昨年度から比べて減少する厳しい状況ではあり

ますけれども、ぜひとも地元高校への進学について

市民のご支援、ご協力をお願いするところでありま

す。 
 次に、学校施設の耐震化についてであります。茂

尻小学校の耐震化工事が10月31日完了いたしました。

校舎については、耐震強度が確認されております。

今回行いました体育館は、耐震化工事のほか、屋根

のふきかえ、外壁、照明設備と床面を含めた改修工

事をあわせて行い、これにより安全、安心な学校を

確保することができるものであります。その他の耐

震化工事については、豊里小学校で現在第２次診断

後の実施設計を行っており、工事は来年度着工の予

定となっております。 
 次に、市民総合文化祭でありますが、市内の小中

学校が参加するようになって10年目を迎えておりま

す。ことしも交流センターみらいを会場に10月22日

から23日の２日間開催されました。展示部門では、

全小学校の作品が展示されました。芸能部門につい

ては、会場の都合で２中学校の参加にとどまりまし

たが、参加した赤平中学校の吹奏楽部と赤平中央中

学校の合唱部の発表ではすばらしい音色と伸び伸び

とした澄んだ歌声を響かせ、たくさんの観客の大き

な喝采を浴びたところであります。 
 次に、市内小学校の学芸発表会と幼稚園発表会に

ついてであります。市内５小学校の学芸会、学習発

表会が10月９日、15日、16日に、幼稚園の発表会が

11月20日に相次いで行われました。私は、全部の会

場を回って鑑賞させてもらいましたが、いずれの学

校でも真剣な取り組みを感ずることができ、また園

児、児童それぞれが楽しく伸び伸びとした発表で、

保護者、ＰＴＡ、学校関係者の努力に感謝の気持ち

を持つものであります。今後もさまざまな機会を通

じて温かく、かつ注意深く見守っていきたいと考え

ているところであります。 
 次に、市内小学校の周年行事についてであります。

住友赤平小学校がことし開校70周年を迎え、その記

念式典が11月６日、多数の来賓や関係者の出席のも

と挙行されました。輝く住赤小を合い言葉に、今後

も子供たちの健全なる成長のため、それぞれがさら

なる発展を誓ったところであります。 
 次に、社会教育関係について申し上げます。赤平

市内の子供たちが一堂に集い、子供の手による創造

的な遊びと大きな交流の場をつくり、豊かな心を育

てることを目的として毎年開催されております第25

回あかびら子どもまつりが11月12日、総合体育館で

行われました。今年度も赤い羽根共同募金と北海道

教育の日の協賛事業として開催され、子供360名、

大人120名が参加し、工夫を凝らした遊びの場であ

る仲よし共和国に大人も子供も一緒になり、終日楽

しい歓声が響いておりました。 
 次に、東公民館関係でございます。東公民館中期

講座として「おいしい秋見つけた、秋の味覚料理講

座」と題しまして、キノコ、サンマ、カボチャ、ジ

ャガイモなど秋のしゅんの食材を使った料理講座を

10月20日、27日の２日間開催し、９名の参加をいた
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だきました。10月25日には東公民館機会事業その２

として、漬物シーズンを迎えるに当たり、「お母さ

んの即席漬け」と題しまして、大根やサケなど秋の

新物を使ってのキャベツの重ね漬けや試食などを行

い、６名の参加者から大変ご好評をいただいたとこ

ろであります。また、10月17日には東公民館高齢者

事業として60歳以上の方を対象に耳たぶあんまと足

裏マッサージの健康講座を開催し、６名が参加、本

格的な冬を前に手軽に効果的な健康法を学んだとこ

ろであります。 
 次に、社会体育関係について申し上げます。最初

に、市民プールについてご報告いたします。市民プ

ールにつきましては、新プールとして６月12日にオ

ープンし、９月30日までの108日間の開設をいたし

ました。利用者数は、前年比2.1倍の9,855人もの利

用者数となりました。この間に係では、水中運動体

験講習会を７月10日と９月25日の２回行い、90人以

上の参加をいただき、市民の皆様方から喜びの声を

いただいたところであります。10月８日には、第14

回市民健康づくりウオーキングが開催されました。

今回は、本事業開催当初に実施しておりましたエル

ム高原にコースを設定し、前日の雨がうそのように

晴天に恵まれた最高のウオーキング日和の中、参加

人数は31名と少ない結果でしたが、市民それぞれが

思い思いに森林の中でのウオーキングを楽しんだと

ころであります。10月23日には、第13回市長杯争奪

ミニバレーボール大会が総合体育館で開催され、昨

年より５チームも多い16チーム78名の参加がありま

した。昨年より、あえて祝日を外して開催すること

で、結果的に参加チームの増加を見たところであり

ます。また、11月６日には総合体育館で第12回赤平

軽スポーツ大会が行われました。この大会は、赤平

レクリエーション協会と赤平市老人クラブ連合会の

方々のご協力をいただいて開催され、シャッフルボ

ード競技に16名の参加があり、和やかな雰囲気の中

にも真剣な競技が行われておりました。また、会場

にフロアカーリングの体験コーナーを設け、競技の

合間に器具の感触を味わっていただきました。 

 次に、図書館について申し上げます。22年度に国

の交付金事業で図書館図書管理システムを導入し、

蔵書管理や新しい利用者カードの作成等準備を進め

てまいりましたが、10月１日から稼働いたしました。

また、ことし31回目となります読書コンクールを行

いました。小学校から高校まで計52名の応募をいた

だき、審査の結果31点の優秀作品が選ばれました。

優秀作品については、読書感想文集にまとめ、作品

の原稿とともに冬休み期間中図書館に展示すること

としております。 
 以上、教育行政の概要についてご報告申し上げま

したが、ご了承のほどよろしくお願い申し上げます。 
                       
〇議長（獅畑輝明君） 日程第５ 議案第51号赤平

市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等

に関する条例の一部改正についてを議題といたしま

す。 
 本案に関する提案理由の説明を求めます。総務課

長。 
〇総務課長（町田秀一君） 〔登壇〕 議案第51号

赤平市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補

償等に関する条例の一部改正につきまして、提案の

趣旨を申し上げます。 
 今般障がい者制度改革推進本部等における検討を

踏まえて障害保健福祉施策を見直すまでの間におい

て障害者等の地域生活を支援するための関係法律の

整備に関する法律の施行によりまして、重度視覚障

害者児の移動支援が同行援護として障害福祉サービ

スに位置づけられましたこと、さらに障害者自立支

援法に位置づけられている児童デイサービスが改正

後は児童福祉法に基づく児童発達支援、または放課

後等デイサービスとして実施されることなどを内容

とし、障害者自立支援法の一部が改正され、引用し

ております法令条項にずれが生じましたことから本

条例の一部を改正するものでございます。 
 以下、改正の内容につきまして別紙参考資料の対

照表によりご説明申し上げます。 
 第１条は、障害者自立支援法第５条に新たに項が



- 32 - 
 

追加され、第４項以下１項ずつ繰り下がったことに

伴う改正で、第10条の２第２号中の引用している条

項を改めるものでございます。 
 第２条は、障害者自立支援法第５条の第８項が削

除となったことから、第９項以下が１項ずつ繰り上

がったことに伴う改正で、第10条の２第２号中の引

用している条項を改めるものでございます。 
 附則といたしまして、この条例中第１条の規定は

は公布の日から、第２条の規定は平成24年４月１日

から施行するものでございます。 
 以上、ご提案申し上げますので、よろしくご審議

賜りますようお願い申し上げます。 
〇議長（獅畑輝明君） これより、質疑に入ります。

質疑ありませんか。 
（「なし」と言う者あり） 

〇議長（獅畑輝明君） 質疑なしと認めます。 
 これをもって、質疑を終結いたします。 
 ただいま議題となっております議案第51号につい

ては、総務文教常任委員会に付託いたします。 
                       
〇議長（獅畑輝明君） 日程第６ 議案第52号赤平

市市税等の特定滞納者等に対する特別措置に関する

条例の一部改正についてを議題といたします。 
 本案に関する提案理由の説明を求めます。総務課

長。 
〇総務課長（町田秀一君） 〔登壇〕 議案第52号

赤平市市税等の特定滞納者等に対する特別措置に関

する条例の一部改正につきまして、提案の趣旨を申

し上げます。 
 平成18年度より市税や国民健康保険税を初め、市

営住宅や上下水道の使用料等の納付について著しく

誠実性を欠く滞納者を特定滞納者と認定し、納付義

務を履行している市民との公平感を保ち、滞納の防

止を図ることを目的といたしまして、行政サービス

の制限を実施しているところでございます。現在行

政サービスの制限の対象としている事業には、58事

業ございますが、既に廃止されたサービスや事業名

称が変更となったサービスがございますことから本

条例の改正を行うものでございます。 
 以下、改正の内容につきまして別紙参考資料の対

照表によりご説明申し上げます。 
 家族介護慰労事業、老人保養券交付事業、赤平市

心臓病認定患者温浴療養券交付の３事業が廃止され、

また高齢者体力向上事業が介護予防事業へと事業の

名称が変更となっておりますことから別表を改正す

るものでございます。 
 附則といたしまして、この条例は、公布の日から

施行するものでございます。 
 以上、ご提案申し上げますので、よろしくご審議

賜りますようお願い申し上げます。 
〇議長（獅畑輝明君） これより、質疑に入ります。

質疑ありませんか。 
（「なし」と言う者あり） 

〇議長（獅畑輝明君） 質疑なしと認めます。 
 これをもって、質疑を終結いたします。 
 ただいま議題となっております議案第52号につい

ては、総務文教常任委員会に付託いたします。 
                       
〇議長（獅畑輝明君） 日程第７ 議案第53号建物

及び土地の無償譲渡について、日程第８ 議案第54

号赤平市体育研修センター条例を廃止する条例の制

定についてを一括議題といたします。 
 本案に関する提案理由の説明を求めます。総務課

長。 
〇総務課長（町田秀一君） 〔登壇〕 議案第53号

建物及び土地の無償譲渡につきまして、提案の趣旨

をご説明申し上げます。 
 平成２年３月に道立赤平東高校が閉校となり、そ

の後平成３年６月、道より建物及び土地の譲与を受

け、赤平市研修センターとしての位置づけのもとに

利用され、今日に至ってございますが、平成７年に

旧東高周辺を福祉の里と位置づけ、光生舎とともに

翠光苑「福祉の里」事業として推進し、身体障害者

授産施設、光生舎メディックエルや軽費老人ホーム、

ケアハウスすいこう、さらには身体障害者療護施設、

光生舎虹の里の建設等により福祉の充実と雇用の拡
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大が図られ、平成13年度には教育財産としての道の

用途指定が柔道場を除き解除されましたことから、

関係する建物及び土地を無償譲渡してきたところで

ございます。 
 今般残っておりました柔道場におきましても用途

指定が平成21年３月31日をもって解除されましたこ

とから、地方自治法第96条第１項第６号の規定によ

り、市有建物及び土地の無償譲渡について議会の議

決を求めるものでございます。 
 記といたしまして、１、目的、翠光苑「福祉の

里」事業。 
 ２、譲与物件、（１）、建物の表示、種類、柔道

場、所在地、赤平市百戸町西２丁目11番２、種目

（構造）、鉄骨造一部コンクリートブロック造亜鉛

メッキ鋼板ふき平家建て、床面積211.05平方メート

ル。 
 （２）、土地の表示、所在地、赤平市百戸町西２

丁目、地番、11番２、地目、宅地、地積563.00平方

メートル。 
 ３、相手方、赤平市錦町３丁目５番地、社会福祉

法人北海道光生舎理事長、髙江智和理であります。 
 参考といたしまして、建物及び土地の位置図を添

付させていただきました。 
 続きまして、議案第54号赤平市体育研修センター

条例を廃止する条例の制定につきまして、提案の趣

旨を申し上げます。 
 前議案で説明させていただきましたとおり、平成

３年６月に道より建物及び土地の譲与を受け、赤平

市体育研修センターとしての位置づけのもとに利用

しておりましたが、平成13年度には道の用途指定が

柔道場を除き解除されましたことから、関係する建

物及び土地を無償譲渡してきており、さらに残って

おりました柔道場におきましても用途指定が平成21

年３月31日をもって解除され、建物及び土地を無償

譲渡いたしますことから、それに伴いまして本条例

の廃止を提案するものでございます。 
 附則といたしまして、この条例は、公布の日から

施行するものでございます。 

 以上、議案第53号、議案第54号につきましてご提

案申し上げますので、よろしくご審議賜りますよう

お願い申し上げます。 
〇議長（獅畑輝明君） これより、一括質疑に入り

ます。質疑ありませんか。 
（「なし」と言う者あり） 

〇議長（獅畑輝明君） 質疑なしと認めます。 
 これをもって、質疑を終結いたします。 
 ただいま議題となっております議案第53号、第54

号については、総務文教常任委員会に付託いたしま

す。 
                       
〇議長（獅畑輝明君） 日程第９ 議案第55号公の

施設の指定管理者の指定について（赤間地区共同浴

場）を議題といたします。 
 本案に関する提案理由の説明を求めます。総務課

長。 
〇総務課長（町田秀一君） 〔登壇〕 議案第55号

公の施設の指定管理者の指定について、赤間地区共

同浴場につきまして提案の趣旨をご説明申し上げま

す。 
 先般別紙参考資料のとおり選定委員会において選

定が行われ、現在当該施設の指定を受けている赤間

地区共同浴場組合を候補者として選定した旨報告が

ございましたが、地方自治法第244条の２第６項の

規定により、次のとおり公の施設の指定管理者の指

定を行うため提案するものでございます。 
 指定管理者となるべき団体の名称は赤間地区共同

浴場組合で、代表者の氏名は組合長、竹島稔、指定

期間につきましては平成24年４月１日から平成27年

３月31日までの３年間とするものでございます。 
 以上、ご提案申し上げますので、よろしくご審議

賜りますようお願い申し上げます。 
〇議長（獅畑輝明君） これより、質疑に入ります。

質疑ありませんか。 
（「なし」と言う者あり） 

〇議長（獅畑輝明君） 質疑なしと認めます。 
 これをもって、質疑を終結いたします。 
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 ただいま議題となっております議案第55号につい

ては、社会経済常任委員会に付託いたします。 
                       
〇議長（獅畑輝明君） 日程第10 議案第56号市道

の認定についてを議題といたします。 
 本案に関する提案理由の説明を求めます。総務課

長。 
〇総務課長（町田秀一君） 〔登壇〕 議案第56号

市道の認定につきまして、提案の趣旨をご説明申し

上げます。 
 道路法第８条第２項の規定に基づきまして、市道

認定の議決を求めるものでございます。 
 参考資料といたしまして位置図を添付してござい

ますが、今般市道敷地として寄附がございましたこ

とから市道認定をするものでございます。 
 整理番号402号、路線名、東町２丁目通、起点、

平岸東町２丁目５番１地先、終点、平岸東町２丁目

５番１地先、幅員8.0メートル、延長242.6メートル

でございます。 
 以上、ご提案申し上げますので、よろしくご審議

賜りますようお願い申し上げます。 
〇議長（獅畑輝明君） これより、質疑に入ります。

質疑ありませんか。 
（「なし」と言う者あり） 

〇議長（獅畑輝明君） 質疑なしと認めます。 
 これをもって、質疑を終結いたします。 
 ただいま議題となっております議案第56号につい

ては、社会経済常任委員会に付託いたします。 
                       
〇議長（獅畑輝明君） 日程第11 報告第10号専決

処分の報告について、日程第12 報告第11号専決処

分の報告についてを一括議題といたします。 
 本案に関する提案理由の説明を求めます。総務課

長。 
〇総務課長（町田秀一君） 〔登壇〕 報告第10号

及び第11号につきまして一括してご説明申し上げま

す。 
 指定されております専決処分事項のうち、第２項

の市営住宅の管理上必要な訴えの提起、和解、あっ

せん、調停及び仲裁に関することに基づき、市営住

宅の滞納家賃等の支払いの請求に関する訴えの提起

及び裁判上の和解につきまして専決処分を行いまし

たことから、議会にご報告するものでございます。 
 それぞれ専決処分書でご説明申し上げます。 
 最初に、報告第10号でございますが、件数は１件

で、和解の内容といたしましては、市営住宅の家賃

等54万4,255円滞納しておりましたことから、夫婦

２人を相手方といたしまして、平成23年６月に滝川

簡易裁判所に対し支払い督促の申し立てを行いまし

た。しかし、その後分割納付を趣旨とした督促異議

の申し立てがございましたことから訴訟に移行した

ものでございまして、口頭弁論に出頭したところ相

手方が事実を争わなかったことから、民事訴訟法第

275条の２に基づき、平成23年９月５日に滝川簡易

裁判所より平成23年10月から毎月末日に限り３万円

ずつ指定した口座に送金、または持参する方法で支

払うことを内容といたしました和解にかわる決定を

受けたもので、この決定に対し相手方より適法な異

議の申し立てがないときはこの決定が裁判上の和解

と同一の効力を有することになるもので、平成23年

９月５日に専決処分したものでございます。 
 次に、報告第11号でございますが、件数は２件で、

和解の内容といたしましては、１件目につきまして

は相手方が市営住宅家賃を37万円滞納しておりまし

たことから、平成23年10月に滝川簡易裁判所に対し

支払い督促の申し立てを行いました。しかし、その

後毎月5,000円の分割納付を趣旨とした督促異議の

申し立てがございましたことから訴訟に移行したも

ので、平成23年11月の18日、口頭弁論に出頭いたし

ましたところ平成23年12月から毎月末日に限り１万

4,100円ずつ指定の口座に送金、または持参する方

法で支払うことで裁判上の和解をしたものでござい

ます。 
 ２件目につきましては、市営住宅家賃を54万500

円滞納しておりましたことから、主たる債務者及び

連帯保証人の２人を相手方といたしまして、平成23
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年10月に滝川簡易裁判所に対し支払い督促の申し立

てを行いました。しかし、その後主たる債務者が毎

月１万円の分割納付を趣旨といたしました督促異議

の申し立てがございましたことから訴訟に移行した

もので、平成23年11月の18日、口頭弁論に出頭いた

しましたところ平成23年12月から毎月末日に限り２

万3,000円ずつ指定の口座に送金、または持参する

方法で支払うことで裁判上の和解をしたもので、以

上２件につきまして平成23年11月の18日に専決処分

したものでございます。 
 以上、報告第10号及び報告第11号につきまして一

括してご説明申し上げました。よろしくご審議賜り

ますようお願い申し上げます。 
〇議長（獅畑輝明君） これより、質疑に入ります。

質疑ありませんか。 
（「なし」と言う者あり） 

〇議長（獅畑輝明君） 質疑なしと認めます。 
 これをもって、質疑を終結いたします。 
 ただいま議題となっております報告第10号、第11

号については、報告済みといたします。 
                       
〇議長（獅畑輝明君） 日程第13 これより一般質

問を行います。 
 順次発言を許します。 
 質問順序１、１、新年度財政の見通しについて、

２、官民連携について、３、病気予防について、４、

防災行政について、５、教育行政について、議席番

号２番、五十嵐議員。 
〇２番（五十嵐美知君） 〔登壇〕 通告に従いま

して、質問させていただきます。今回課長の皆さん

とは初めての一問一答でございますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 
 まず、件名１の新年度財政の見通しについてでご

ざいますが、①の市町村向けの一括交付金見送りに

ついてとあわせて伺いたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 
 まず、11月23日の新聞報道によりますと、政府は

2012年度の一括交付金として総額１兆円を目標に掲

げておりましたが、都道府県と政令市以外の市町村

向け補助金の交付金化を見送った内容の報道があり

ました。この一括交付金は、地域主権の取り組みの

一環として各省庁から拠出されたインフラ整備関連

の補助金を統合して自治体に配分される仕組みで、

原資となった補助金と関係のある事業であれば自由

に使える仕組みでありますが、こうした一括交付金

の見送りは当市の新年度の行政運営に影響はないの

か、あるいはこの一括交付金化は当市のような小規

模自治体にとって財政担当はどのように受けとめて

いるのか、まずは伺いたいと思います。 
〇議長（獅畑輝明君） 企画財政課長。 
〇企画財政課長（伊藤寿雄君） 市町村向けの一括

交付金見送りについてお答えをさせていただきます。 
 国は、地域の自由裁量を拡大するため、平成22年

６月22日に閣議決定された地域主権戦略大綱等に基

づき、国から地方へのひもつき補助金を段階的に廃

止し、基本的に自由に使える一括交付金化にすると

の方針のもと、平成23年度から地域自主戦略交付金

を創設しております。現在は、第１段階として都道

府県分を対象に投資補助金の一括交付金化を実施し

ておりますが、平成24年度からは対象を市町村にも

拡大し、予算規模についても１兆円に増額する目標

を掲げておりましたが、本年11月29日の閣議によっ

て都道府県分の増額を図るとともに政令指定都市に

も導入し、予算規模は8,000億円とする方針によっ

て市町村の対象拡大は見送られたところであります。

このため、本年度と同様の取り扱いになるという点

から申し上げますと、当市の平成24年度予算に対す

るメリットもデメリットも発生しないことになりま

す。 
 また、一括交付金に関する受けとめとのご質問で

ございますが、今回市町村が対象から見送られた大

きな要因は、都道府県や政令指定都市については予

算規模も大きく単年度に大型事業を複数抱えている

ため事業の振りかえが可能となりますが、市町村の

ように予算規模が小さなまちほど大型事業がある年

とそうでない年とでは変動が大きくなるのが当然で
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ありまして、一括交付金によるその年の一律的な限

度額を定められると一件審査による補助金と違って

財源が不足する事態が想定されることであります。

さらに、交付要綱が定められる中でいかに対象事業

として市町村の意向が反映し切れるかといった問題

もございますので、真に自由に使い道を決められる

財源と言えるのか、当市にとって効果的であるか否

かについてはこうした課題にいかに対処されるのか、

その結果によって判断されるものであり、国の動向

に注目すると同時に、必要に応じて地方としての声

を上げてまいらなければならないと考えております。 
 以上です。 
〇議長（獅畑輝明君） 五十嵐議員。 
〇２番（五十嵐美知君） 〔登壇〕 そこで、この

市町村への一括交付金の見送りについてはメリット

もデメリットもないということですけれども、そう

かなと思います。そこで、市町村向けの一括交付金

化については、今答弁もありましたように、さまざ

まな課題が山積しているということでわかりました

けれども、地域主権の言葉だけが先行していて中身

が伴っていないということなのだなというふうに思

いました。市町村は国や都道府県の足場であり、生

活の実態がここにあるわけでありますから、地域の

主権がここにあると私は思っております。そこで、

答弁で国の動向について注目して必要に応じて地方

の声を上げていくと述べられましたけれども、ここ

は大いなる声をしっかり上げていただきたいという

ふうに思っておりますので、強く申し上げます。 
 また、さらにこういった現状、動向を見ています

けれども、とても現在不安に感じているのは、今国

では消費税含めた増税の話題や、そして社会保障と

税の一体改革の中身が今現在に至ってもはっきりし

ていないわけでありますし、今回の大震災の復興財

源等もあり、そこで新年度の当市の財政の見通しは

どのようになっていくのか、それで当市は自主財源

でもあります地方税の落ち込みなどもあって今後の

地方財政の計画なんかも注目しなければなりません

けれども、依存財源の交付税はこれまでと同じとい

うようなふうには思えないわけでありまして、この

点についても伺っておきたいと思います。 
〇議長（獅畑輝明君） 企画財政課長。 
〇企画財政課長（伊藤寿雄君） 新年度財政の当市

の見通しということについてでありますが、国は東

日本大震災、世界的な金融経済危機、そして財政と

いった諸課題の解決に向けまして復旧、復興対策の

枠組みを定め、別途管理での対応可能とする平成24

年度から26年度までの中期財政フレームを策定いた

しました。中期財政フレームの具体的な内容として、

歳入面では平成22年度税制改正大綱及び平成23年度

税制改正大綱の方針に沿ってゼロベースからの見直

しを行い、歳出面では少なくとも前年度の当初予算

となる基礎的財政収支対象経費の71兆円を実質的に

上回らないという考え方であります。また、地方の

一般財源総額については、実質的に平成23年度地方

財政計画の水準を下回らないよう確保すると言われ

ておりますが、地方財政収支の仮試算の中では地方

税等の増収を見込んだものとなっており、当市の実

情とは乖離している状況、さらに国の予算編成過程

で検討される事項も大変多く残され、災害による復

興財源を別枠といいつつも財源捻出に苦慮されてい

ること、社会保障、税一体改革の不透明感、そして

地方交付税の減少が予想されるなど、地方財政は厳

しさを増すと考えられ、年末に示される平成24年度

地方財政計画に注目してまいらなければなりません。 
 一方、こうした情勢において当市としては第５次

赤平市総合計画の推進や景気低迷による経済対策な

ど諸課題も山積している状況でありますので、引き

続き効率、効果的な予算編成に努めてまいらなけれ

ばならないと考えております。 
 以上です。 
〇議長（獅畑輝明君） 五十嵐議員。 
〇２番（五十嵐美知君） 〔登壇〕 わかりました。

何せ大変でしょうけれども、よろしくのかじ取りお

願いいたします。 
 件名２点目の官民連携について伺います。まず、

①のＰＦＩ導入に関する市の考えについて伺います。
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高度成長期に集中投資した学校や公民館などの公共

施設、道路や橋梁、河川、上下水道などの社会イン

フラは整備から40年以上経過しているものが少なく

ない状況であり、当市のみならず国内全体で大量の

社会インフラが更新時期を迎えております。そのよ

うな社会資本の老朽化問題について、近年さまざま

指摘されてきましたが、東日本大震災を受けて住民

の安全、安心を確保する観点からより一層注目され

るようになりました。実際ことし３月11日の大震災

では、東京千代田区にある九段会館のホール天井が

一部崩落し、死傷者を出す大事故となりました。ま

た、茨城県の北浦にかかる大橋の一部が崩落した事

故でも死傷者が出ております。そのほか、市役所な

ど多くの公共施設、社会インフラで被害が発生しま

した。これらは、いずれも地震による被害とされて

いましたが、老朽化が主な原因であるとの指摘もあ

ります。各自治体における社会資本ストックの老朽

化については、大震災前から問題視されており、そ

の維持、更新の必要性についても指摘されていまし

た。ただし、それらの維持、更新には多額の費用が

必要になることは明らかであり、現在の各自治体の

財政状況を踏まえれば、当該自治体にとって相当な

負担となることが推測されます。 
 また、コンクリートから人への民主党政権のスロ

ーガンのもと、公共事業に対する厳しい見方がある

中で公共事業そのものが減少傾向にあります。その

ような社会情勢の中、社会資本整備に係る財政的負

担に対する市民の理解を得ることはなかなか容易で

はありません。しかしながら、社会資本ストックに

関する安全性の確保は、市民生活の安全を守る観点

から行政の責任として着実に進めなければなりませ

ん。 
 そこで、自治体が有する社会資本ストックの計画

的維持、更新を推進していくための手法の一つとし

て民間の資金やノウハウを活用するＰＦＩが重要視

されています。このＰＦＩは、民間の活力を公共施

設の整備、管理等に生かし、低コストで質の高い行

政サービスを可能とするための手法でありますが、

2010年６月18日に閣議決定された政府の新成長戦略

で社会資本ストックが今後急速に老朽化することを

踏まえ、維持修繕や更新投資等の戦略的な維持管理

を進め、住民の安全、安心の確保の観点からリスク

管理を徹底することが必要、厳しい財政事情の中で

維持管理のみならず新設も効果的、効率的に進める

ためＰＦＩ、ＰＰＰの積極的な活用を図ると期待さ

れるなど、政府としてもＰＦＩの活用を柱として位

置づけております。そして、本年５月、国会では民

間資金等の活用による公共施設の整備等の促進に関

する法律の一部を改正する法律、改正ＰＦＩ法が成

立、６月に公布されました。 
 ここで、改正のポイントですが、①にはＰＦＩの

対象施設の拡大、②に民間事業者による提案制度の

導入、③に公共施設等運営権制度の導入、④、民間

事業者への公務員の派遣等についての配慮、⑤、民

間資金等活用事業推進会議の創設であります。 
 この改正法は、先月の11月に施行されております

ので、ここでＰＦＩ導入に関する当市の考えについ

て伺っておきたいと思います。 
〇議長（獅畑輝明君） 企画財政課長。 
〇企画財政課長（伊藤寿雄君） ＰＦＩ導入に関す

る市の考え方についてでございますが、ＰＦＩ、プ

ライベート・ファイナンス・イニシアチブ、これに

つきましては公共施設等の建設や維持管理、運営等、

民間の資金、経営能力及び技術的能力を活用する手

法でありますが、官民連携策の一つの手法として国

も推進していこうとする動きがございます。議員が

言われるように、本年６月に民間資金等の活用によ

る公共施設等の整備等の促進に関する法律、改正Ｐ

ＦＩ法が公布され、公共サービスについて従来以上

に民間を含めさまざまな担い手により効率的に供給

する、民間資金の創意工夫を最大限活用する、民間

の事業機会を創出する、そして国の成長に寄与する

ことを法改正の趣旨としてＰＦＩの対象施設の拡大

を初め、５つのポイントにわたる改正を行ったとこ

ろであります。これまでＰＦＩを実施した自治体は、

全国で１割程度、道内においても庁舎や学校、廃棄
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物処分場などで活用されたケースがございます。 
 そこで、当市としての考え方でございますが、Ｐ

ＦＩの導入に関して全国で１割にしか満たない一番

の原因は、ＰＦＩ事業の受け手となる民間事業者自

体が短期間で経営破綻となった事例があるというこ

とであります。公共施設等については、将来にわた

る安定的な運営管理が求められますので、この点に

ついては最も慎重を期すべきであると考えます。ま

た、公共施設等を民間事業者が建設し、行政が賃貸

料を支払って活用する方法もございますが、民間活

用による事業費の削減は期待できるかと思いますが、

国等からの財源導入が可能な施設建設につきまして

は行政がみずから建設するほうが実負担が少なくて

済む場合もございます。民間活用については、さま

ざまな手法はございますが、今１つの事例を申し上

げましたが、都市部のように人口イコール利用者が

増大、あるいは比較的安定している地域にとっては

いろんな選択肢が考えられるかもしれませんが、当

市のように人口減少が続いている地域にとっては長

期的視点に立ったＰＦＩ事業の導入はいろんな課題

があるかと思います。しかし、改正ＰＦＩ法によっ

て行政に対する提案制度も導入されているなど、一

概に行政のみで判断するのではなく、建設事業者を

初めとする民間事業者と情報交換や意見交換を行う

場を設けるなど、その可能性について協議をしてま

いりたいと考えております。 
 以上です。 
〇議長（獅畑輝明君） 五十嵐議員。 
〇２番（五十嵐美知君） 〔登壇〕 課長の言わん

とすることは、わかりました。ですけれども、今答

弁の中でもありましたけれども、国などの財政導入

が可能な施設建設は実負担が少なくて済む場合もあ

るということですけれども、私は確かにそれもある

と思います。ですけれども、私はそのときに発生す

る公債費、または将来負担比率なども考えていった

ときに、その後の維持や管理費等を考えれば、また

別な面もあるのではないかと思っております。何と

いっても国の財政も厳しいゆえに、このＰＦＩの法

律が改正されたということでありますので、答弁で

もありましたけれども、このＰＦＩ導入の可能性に

ついてぜひ当市の関係団体の皆さんともしっかり協

議していただいて、どのようにしていけば民も官も

この赤平のまちで元気に栄えていくのか、前に進ん

でいくのかをしっかりその議論を積み重ねていって

いただきたいなと思いますので、この点よろしくお

願いいたします。 
 次、②の入札のあり方について伺います。当市で

は、公共事業の入札は競争入札で実施されておりま

すが、現状は直近のプール新設に関して落札業者は

本社は札幌で、支店が赤平市の企業でありました。

プールオープン早々に残念ながら債務整理という倒

産に至ってしまい、無念のきわみでございます。 
 そこで、この入札のあり方の考えですけれども、

当市に本社を置いて日常の地域行事やボランティア

などを通し、地域住民とかかわりを持ちながら官民

一体となって参画し、まちづくりの一環として取り

組んでいただいておりますことはご案内のとおりで

ございます。このように地元赤平市で頑張っている

企業の地域貢献の評価などを考えれば、地元赤平市

に本社を置いての経済活動は雇用の面や、あるいは

内需の拡大などにより一層つながるわけであります

から、行政としても後押しのできる入札のあり方に

ついて取り組んでいかれてもよいのではないかと思

いますが、この点お考えを伺います。 
〇議長（獅畑輝明君） 総務課長。 
〇総務課長（町田秀一君） 入札のあり方について

申し上げたいと思います。 
 現在工事の性質、または緊急性により適当でない

と特に認める場合を除きまして、原則といたしまし

て予定価格が130万円を超える工事につきましては

制限つき一般競争入札に付することとしてございま

して、赤平市内に本店を有するもので対象工事ごと

に市長が指定する格付を有するもの、赤平市以外に

本店を有するもので赤平市内に営業所等を有し、対

象工事ごとに市長が指定する格付を有するものであ

ることを要件といたしまして、入札を執行している
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ところでございます。しかし、このような入札方式

のほか、価格だけで落札者を決定しておりました従

来の落札方式とは異なり、価格以外の要素でござい

ますお話のございました地域貢献度や地元の雇用の

実績などを加味いたしまして、総合的に評価いたし

ます総合評価方式を導入する入札方式、この入札方

式もございまして、道内市町村における導入実績に

つきましてはまだまだ少ない状況でございますけれ

ども、北海道は総合評価方式のガイドラインを作成

いたしまして、既に導入しておりますことから、こ

の北海道の実施状況や他市町村の導入状況などを参

考とさせていただきながら、導入の可能性について

検討してまいりたいと考えているところでございま

す。よろしくご理解賜りますようお願い申し上げま

す。 
〇議長（獅畑輝明君） 五十嵐議員。 
〇２番（五十嵐美知君） 〔登壇〕 十分理解いた

しました。このことについては、前にも地域貢献の

評価を入札に取り入れていくべきだというふうに発

言も私自身してまいりました。今後、元気のあるま

ちづくりの観点からも速やかに新年度から実施でき

るように前向きな検討をぜひよろしくお願いいたし

ます。いいですね、課長、前回にもこのことをお願

いしたわけですから。 
（「頑張ります」と言う者あり） 

〇２番（五十嵐美知君） それでは、件名３の病気

予防について、①、大腸がん検診の無料クーポン事

業について伺います。 
 これまでの乳がん、子宮頸がんの無料クーポン事

業にあわせて予防医学の観点から大腸がん検診の無

料クーポン事業についても本年よりスタートされ、

大変喜ばしい限りと思っております。現在の検診の

対象者と受診の状況をまず伺っておきたいと思いま

すので、よろしくお願いします。 
〇議長（獅畑輝明君） 介護健康推進課長。 
〇介護健康推進課長（斉藤幸英君） 大腸がんの予

防検診の無料クーポン事業についてお答えいたしま

す。 

 本年８月に国が事業化しました働く世代の大腸が

ん検診推進事業につきましては、９月中旬に大腸が

ん検診無料クーポンを対象となる40、45、50、55、

60歳になられた方々の男性386名、女性427名に送付

いたしました。現時点での受診者数につきましては、

男性34名、女性81名で、受診率にしまして男性で8.

8％、女性で19.0％、全体で14.1％と低調な受診率

となっております。 
 以上です。 
〇議長（獅畑輝明君） 五十嵐議員。 
〇２番（五十嵐美知君） 〔登壇〕 随分男性の受

診率が低いわけですけれども、女性の受診率の半分

とは、職場などでの健診もされていると思いますけ

れども、これはどのように把握されているでしょう

か。 
〇議長（獅畑輝明君） 介護健康推進課長。 
〇介護健康推進課長（斉藤幸英君） 今回の対象と

なる者は、あくまでも年齢５歳区切りで40歳から60

歳ということでちょうど働き盛りの世代ということ

で、職場におかれます事業所の健診、そういったも

のに既に大腸がん等の検診が含まれている方もクー

ポンの対象となっているということで、そういった

方で実際に大腸がん検診を受けられている方は相当

数いらっしゃるのではないかなと思います。あくま

でも今回クーポンでの受診はされていないというこ

とではありますが、結果として検査を受けられてい

る方は数字にしますとかなりの数に上るかと思いま

すが、現時点ではそれらの職場で行っている事業所

健診の受診者数についてはちょっと把握できないよ

うな状態になっております。 
 以上です。 
〇議長（獅畑輝明君） 五十嵐議員。 
〇２番（五十嵐美知君） 〔登壇〕 職場での健診

の中で受診しているかもしれないということであり

ますけれども、そこで職場なのか、あるいは保健所

なのかわかりませんけれども、健診受診したら、そ

の報告の義務づけなんかされたら受診率わかるので

はないでしょうか。どうですか、その点。 
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〇議長（獅畑輝明君） 介護健康推進課長。 
〇介護健康推進課長（斉藤幸英君） 今議員さんお

っしゃるとおりで、報告があれば受診状況というの

は把握はできるのですが、現時点での市に対する報

告義務というのはございませんので、労働基準監督

署に対する年間のそういう健診の実施状況だとか、

そういったものの中での報告の把握ということはで

きるかと思いますが、法的な今義務づけがないため

に私どもではなかなかそれについて確認することが

できないというふうな状況になっております。 
 以上です。 
〇議長（獅畑輝明君） 五十嵐議員。 
〇２番（五十嵐美知君） 〔登壇〕 これは、何と

かこういうような情報化時代でもありますし、いざ

これを取り組んでしっかりとある程度把握していこ

うと思ったら、いろんなやり方があると思うのです。

ぜひその点研究していただいて、この無料クーポン

事業がこういったことで検診がアップしていると、

女性の部分もそうなのですけれども、ぜひその点把

握できるように努めていただきたいなというふうに

思います。 
 そこで、乳がん月間が毎年10月に行われるという

ことで１カ月間実施されておりますけれども、全国

的にもこの10月にピンクリボン運動としてさまざま

取り組まれておりますけれども、本市においてもこ

の10月に何らかの形でのピンクリボン運動を進めて

はどうかと思いますけれども、いかがでしょうか。 
〇議長（獅畑輝明君） 介護健康推進課長。 
〇介護健康推進課長（斉藤幸英君） 毎年10月は乳

がん撲滅月間となっておりますが、今年度につきま

しては期間内に主立った乳がん撲滅の啓発運動は実

施できませんでしたが、来年度以降におきましては

広報やホームページの活用による周知とあわせまし

て乳がんの正しい知識を広め、検診の早期受診を推

進するピンクリボン運動を進めている方々の体験談

をお話しいただく場を設けるなど、月間に合わせて

運動を行う計画を現在立てているところでございま

す。 

 以上です。 
〇議長（獅畑輝明君） 五十嵐議員。 
〇２番（五十嵐美知君） 〔登壇〕 この大腸がん

検診のクーポン事業に関連しての②、胃がん撲滅の

取り組みについてですけれども、大腸がん検診の検

査キットで胃がんの原因でありますピロリ菌の検査

も可能であるということでありますので、せっかく

の大腸がん検診、あわせて両方やって、そして同時

に血液検査も行えば精度が上がるとされております。

この点が市民の皆さんに理解されれば、大腸がん検

診率が上がり、病気予防にも貢献できるというふう

に思いますが、どのように考えられるかお伺いいた

します。 
〇議長（獅畑輝明君） 介護健康推進課長。 
〇介護健康推進課長（斉藤幸英君） ただいまのご

質問にお答えいたします。 
 赤平市におけるがん死亡者数では、胃がんは第２

位となっております。市では、胃がんの早期発見を

目的に30歳以上の方を対象に毎年がん検診事業を実

施しているところであります。ピロリ菌に感染する

と、胃炎や胃潰瘍になるだけではなく、胃がんのリ

スクを高めると考えられており、ピロリ菌の感染を

確認し、除去することも胃がん対策に有効と言われ

ているところです。ピロリ菌を見つける検査方法と

いたしましては、呼気を調べる尿素呼気試験法、血

液や尿検査で行う抗体法や内視鏡で粘膜を調べる方

法などがあり、現在市立病院においても治療の一環

として実施しております。また、便で検査をする抗

原法につきましては、大腸がん検診の検査キットと

は通常別の検査キットを使用しての検査となります

が、比較的簡易な検査であることから、現状では全

額自己負担とはなりますが、市内医療機関で受けら

れるような体制づくりや市民の周知などに取り組ん

でいきたいと考えているところです。 
 以上です。 
〇議長（獅畑輝明君） 五十嵐議員。 
〇２番（五十嵐美知君） 〔登壇〕 課長、この大

腸がん検診にあわせてその検査キットを利用して胃
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がんの原因であるピロリ菌の検査も同時にできると

いうことが今の答弁で何か私すごく難しく思ったの

ですけれども、もう一度簡単にわかりやすくお願い

します。 
〇議長（獅畑輝明君） 介護健康推進課長。 
〇介護健康推進課長（斉藤幸英君） ピロリ菌の検

査につきましても、大腸がん検診と同様に専用の検

査キットに便を採取する方法で行います。また、大

腸がん検査キットを使用してピロリ菌の検査を行わ

ないという理由についてでございますが、検査機関

に確認をしたところでは大腸がん検査キットに使用

している便の保存用の薬液がピロリ菌検査用のもの

とは違うために検査に適していないというふうな理

由からで、より検査の精度を上げるためにはそれぞ

れ専用のキットを使用することが必要とされている

ところです。 
 以上です。 
〇議長（獅畑輝明君） 五十嵐議員。 
〇２番（五十嵐美知君） 〔登壇〕 わかりました。

大腸がん検診の検査キットとピロリ菌の検査をする

キットが別なものだと、一緒のものではできないと

いうことですね。ピロリ菌の検査をそのときにすれ

ば、その部分は別途個人負担ですよということにな

りますね。わかりました。 
 これは、本当に私ども党としても国の費用で病気

予防のための健康管理をしっかりやるために無料の

事業としてピロリ菌の検査についてもやるべきだと

訴えておりますけれども、同じ便の対象のときに大

腸がん検診のキットとピロリ菌検査のキットと同時

に一緒にできるわけですから、費用の面もあるかと

思いますけれども、自分の病気は、自分の体を守る

という意味からもぜひこの点をある程度市民の皆さ

んが知っていけばいいなというふうに思います。 
 次、件名４の防災行政について伺います。①の防

災会議の女性委員登用について伺います。本年は、

日本国内において３月11日の東日本大震災、大型の

台風12号、15号などがもたらしました大雨洪水、土

砂災害など、これまで私たちが経験したことのない

大災害がありました。その中でとうとい命をなくさ

れました方々、行方がわからない方々など、多くの

被災されましたご家族の皆様に改めまして心からお

悔やみとお見舞いを申し上げる次第でございます。 
 本年のこうした大災害に対して、現在全国各地で

防災対策を見直す動きが活発化しておりますが、そ

の背景には東日本大震災の避難所において女性の視

点が欠落している実態が浮き彫りになったというこ

とであります。例えば水も電気もガスもない中で赤

ちゃんにミルクをどう飲ませてあげたらいいか、あ

るいは女性の着がえる場所や高齢者、障害のある人

への対処など、女性の視点は生活者の視点でもあり

ます。 
 そこで、こうした女性の視点を防災会議や地域防

災対策の委員に女性がどの程度登用されているのか、

公明党の女性議員による女性防災会議を設置して全

国で各自治体に面談による聞き取りアンケート調査

をさきの10月、１カ月かけて実施させていただきま

した。ご協力いただきました担当の皆様、本当にあ

りがとうございました。その中で当市におきまして

は、女性消防団員さんはおりますが、担当部局や防

災対策の委員などには残念ながら女性の委員はおり

ません。本年の大震災、大災害を受けて今後の地域

防災対策の見直しに女性の委員を登用していくこと

についてどのように考えられるでしょうか、伺いま

す。 
〇議長（獅畑輝明君） 消防長。 
〇消防長（中村高庸君） 防災会議の委員につきま

しては、災害対策基本法の規定に基づき、赤平市防

災会議条例に定める者を委員としており、男女を問

わず、指定地方行政機関、指定公共機関、指定地方

公共機関及び道の機関などの防災に関する専門的知

識を有する職員などを本市防災会議の委員として現

在21名を任命しているところであります。防災会議

の委員は、本市の防災に関し災害予防、災害応急対

策及び災害復旧などの災害対策を実施するに当たり、

それぞれの見地から専門的な意見などを述べていた

だき、本市の防災に関する基本方針及び防災計画を
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作成することなどを主な任務としております。この

ことから、防災計画の見直しに際しては女性のご意

見を拝聴することは必要と考えておりますことから、

今後女性の委員任命を含めまして防災計画などに女

性の意見が反映できるような方策を検討してまいり

たいと思いますので、ご理解賜りますようお願い申

し上げます。 
 以上です。 
〇議長（獅畑輝明君） 五十嵐議員。 
〇２番（五十嵐美知君） 〔登壇〕 理解いたしま

した。 
 そこで、今後の女性の意見とか登用にかかわりま

して、災害条例にもかかわるかもしれませんけれど

も、女性団体のみならず生活者の知恵として幅の広

い考えでボランティアグループであったり、また民

生委員さん、町内会、老人クラブなどの皆さんもい

らっしゃいますので、この点も参考にしながら取り

組んでいただきたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。 
 最後になりました。教育行政について伺います。

①の赤平高校新年度の入学予定者数の現状と今後に

ついて伺います。地元赤平高校は、道立校として58

年の歴史ある高校であります。少子化と人口の減少

とともに、平成25年には募集停止の方向性を覆すた

めに、何といっても地元中学校卒業生が赤平高校を

選んでいただかなければ存続の厳しい状況にあると

いうことでございます。 
 そこで、新年度入学見込みの予定者数は現状どの

ようになっているのか、また今後についてもその考

えを伺っておきたいと思います。 
〇議長（獅畑輝明君） 学校教育課長。 
〇学校教育課長（相原弘幸君） ただいまのご質問

でありますけれども、市内２中学校での３者懇談会

での赤平高校への志願者数、現在12名という報告受

けております。そのほか、市外からの志願者につい

ては把握しておりませんけれども、中卒者数が昨年

度から減少しているとはいえ、大変厳しい数字であ

り、このままですと道教委による計画の撤回が困難、

難しいのではないかなと考えております。 
 以上です。 
〇議長（獅畑輝明君） 五十嵐議員。 
〇２番（五十嵐美知君） 〔登壇〕 さきの新聞報

道でございますけれども、道立三笠高の部分が載っ

ておりました。2007年には入学者数は34人、2008年

度には18人、2009年度には16人と減少していったの

です。まさしく当市もその道をたどっているのだな

と。三笠高校は、道教委によって2010年度に生徒の

募集を停止いたしました。 
 そこで、②のほうに移っていくのですけれども、

物づくり職業高校として取り組む考えについて伺っ

ておきたいと思います。これは、まちづくりの観点

からも重要であるという認識で質問いたします。こ

の近隣の三笠市では、このように道立三笠高校が20

10年度に生徒の募集停止を余儀なくされております。

その後三笠市は、校舎や敷地の無償譲渡を受け、市

立校に衣がえすることを決めて、食物調理科の職業

校として来春の開校を目指しておりますことは報道

等で既にご承知のことと思います。 
 そこで、当市には物づくりに関して国内、国外に

広く認知度の高い企業もあり、物づくりでは集約も

されている地域でもあるとの観点から、地域の利点

を生かした職業校として今後取り組んでいかれても

よいのではないかと思いますけれども、この点どの

ように考えられるでしょうか、伺います。 
〇議長（獅畑輝明君） 学校教育課長。 
〇学校教育課長（相原弘幸君） 物づくり職業高校

としての取り組みでありますけれども、赤平高校は

現在道立高校として存在しておりますので、北海道

教育委員会による公立高等学校の配置計画によって

学校の再編が決められているということです。その

ため、仮に道立校のままでの職業学科への転換につ

いては、計画の変更を伴うことから、既に困難であ

るとされているところであります。 
 三笠市での取り組みについては、空知管内で道立

高校の閉校が相次ぐ中での唯一市立化という思い切

った判断に本市としても今後の動向を含めて注視し
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ていきたいと思っております。 
 議員ご指摘のように、赤平市は産業のまちであり、

またその中でも物づくりの企業が盛んなことは十分

認識しているところです。しかし、もし学科はどう

あれ市立高校を立ち上げるということは、市全体の

総意が必要となる大きな事業となります。物づくり

に関連した産業も多いことから、可能性否定するも

のではありませんが、同時に課題も大きいことから、

本市の将来に向かって慎重に判断していかなければ

ならない問題と考えておりますので、ご理解いただ

きますようお願いいたします。 
 以上です。 
〇議長（獅畑輝明君） 五十嵐議員。 
〇２番（五十嵐美知君） 〔登壇〕 現状では大変

困難だということも理解いたします。しかしながら、

赤平高校の課題では、この赤平高校が高校としてあ

るかないかでは大きなまちづくりに関係すると思い

ます。そういう意味で今後のまちづくりの観点から

も、最も重要になってくるのではないかなというふ

うに思っております。ぜひこの地域の物づくり企業

さんとの連携を図りながら、意見交換なども積極的

に議論を積み重ねていっていただきたいなというこ

とで、教育行政のみならず、市挙げて取り組んでい

くべきではないかというふうに思っておりますので、

どうぞ市長、この点も今後よろしくお願いいたしま

す。答弁求めませんので、また考えていただきたい

と思います。 
 次にまいります。③の地域行事の連携についてで

ございますけれども、本年10月２日に行われました

民間団体のまちづくり活性化対策地域貢献事業とし

て東日本大震災支援のダンスフェスティバルが当市

の総合体育館で行われ、踊られました関係者の皆さ

んは広々とした場所で踊れて幸せでしたと喜んでお

られました。教育委員会の英断に感謝いたします。

私も参加させていただいた中で感じた点といたしま

して伺いたいと思いますけれども、特別出演の北海

道ダンススポーツクラブ所属の競技選手で中学１年

生の女の子と男の子の双子兄弟で踊りを披露してい

ただきました。同じ年代の中学生で学校の部活動で

頑張っている当市の吹奏楽部の生演奏でもあったら、

なお一層充実した内容になったのではないかと思い

ました。また、同じ中学生として学校教育の一環と

しても児童生徒に対する社会のさまざまな体験など

を踏まえた学ぶことへの興味をそそる大事な機会で

もあると思いますが、この点教育委員会としてこう

した事業、地域行事との連携についてのお考えを伺

いたいと思います。 
〇議長（獅畑輝明君） 学校教育課長。 
〇学校教育課長（相原弘幸君） 地域行事の連携と

いうことでありますが、10月に行われましたダンス

フェスティバルが大変盛況であったということは大

変喜ばしいことと考えております。 
 そこで、このダンスイベントにおける中学校の吹

奏楽部の共演についてでありますが、赤平中学校の

吹奏楽部についてのことと思います。同校吹奏楽部

は、空知管内中学校のＣ編成の部で９年連続金賞を

獲得し、また全道大会にも５年連続で出場している

管内トップの吹奏楽部であります。そのため同部は、

数年前から火まつり初め、各種の地域イベントに参

加して市民の皆様にも学校活動の紹介を含めてその

存在を理解していただいているところであります。

同時に、この成績と活躍から近年多くのイベントに

招かれ、演奏を依頼されるところであり、その回数

は増加傾向にあります。また、大会やイベント以外

にもコンクールが近づくと大きな会場での練習のた

めの移動や技術向上のためのクリニックに参加する

ために校外に出かけることも多く、現在の状況以上

に出かけての活動は基本的にふやさないことが望ま

しいと思っております。したがいまして、地域貢献、

地域交流などでは今までどおり火まつりを初めとし

た数回のイベントの出演を基本として考えておりま

すので、ご理解いただきますようお願いするところ

です。 
 以上です。 
〇議長（獅畑輝明君） 五十嵐議員。 
〇２番（五十嵐美知君） 〔登壇〕 今のお答えい
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ただいた中に、技術向上のクリニックという表現が

ありましたけれども、これはどういうことなのでし

ょうか、ちょっと具体的にお願いします。 
〇議長（獅畑輝明君） 学校教育課長。 
〇学校教育課長（相原弘幸君） 吹奏楽は、団体で

の演奏ですから、楽器が数種類、非常に多くありま

すので、顧問の教員がすべてのパートの楽器を見て

やるということはなかなか難しいことかなというこ

とで、その道の楽器のスペシャリストが各地を回る

事業というのがあるのです。それで、近隣のまちに

来たときに、そこにそういったパートの成人もいる

のですけれども、子供たちが集まってその指導を仰

ぐと、それによって、クリニックですから、自分の

演奏を見てもらって、聞いてもらって、その演奏技

術について講評、指導してもらうと、そういう事業

であります。 
 以上です。 
〇議長（獅畑輝明君） 五十嵐議員。 
〇２番（五十嵐美知君） 〔登壇〕 わかりました。

ありがとうございます。 
 そこで、現状の校外へ出ていっての活動は具体的

にふやさないということでありますけれども、どの

ぐらいの頻度で年間校外へ出ていっての生演奏をさ

れているのか、もう一回お願いします。 
〇議長（獅畑輝明君） 学校教育課長。 
〇学校教育課長（相原弘幸君） ただいまお話しし

ましたクリニックを別にして、昨年度の実績、22年

度でよろしいですね。学校がみずから出場、出てい

くといういわゆるコンクールなどでは４回ございま

した。そのほか、地域イベントとか依頼されての演

奏が８回と、合計12回ほどあったと聞いております。 
 以上です。 
〇議長（獅畑輝明君） 五十嵐議員。 
〇２番（五十嵐美知君） 〔登壇〕 年間12回です

ね。わかりました。結構な頻度だなと思います。 
 そこで、生演奏を静かに聞くということが今のス

タイルでずっとやっていると思うのです。年間12回

一生懸命吹奏楽団をやって、お客さんが聞いている

ということとあわせて、今回の私が聞きたいことは、

奏でられる音楽で体を動かし、踊るという側面では、

吹奏楽部の皆さんは中学生という状況の中で聞いて

もらうということしか今体験していないわけです。

自分たちが弾いた音楽で見ている方々が体を動かし

てリズムに合わせて踊っているということは、非常

に社会的に大事な体験ではないかなという意味で学

ぶという表現を使わせていただいたのです。そうい

う意味でより広く子供たちがいろんな場面に遭遇す

ることは、社会人になっていく上で大事な基礎的な

体験になっていくのではないかなと。それでなくて

もいろんな情報、子供たちの世界の中には入ってお

ります。幾ら我々大人がそういうところまで子供出

すべきではないかと思っていても、子供たちの環境

は決してそうではありませんので、この点も含めて

ぜひ吹奏楽部の保護者の皆さんや、あるいは子供た

ちの意見等も聞きながら、こういった行事の依頼が

あったときにぜひそういったことも含めて丁寧な対

応や子供たちの将来も見据えた上でのことを教育委

員会としても考えていただきたいなというふうに思

っておりますので、この点よろしくお願いいたしま

す。 
 以上をもちまして質問終わります。 
〇議長（獅畑輝明君） 若干早目ですけれども、暫

時休憩をいたします。 
（午前１１時４２分 休 憩） 

                       
（午後 １時００分 再 開） 

〇議長（獅畑輝明君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 
 質問順序２、１、高度情報化社会とともに歩む当

市の対応について、２、実践型の人材育成の考え方

について、３、産業観光をすすめていく上での課題

について、４、住環境と町並み整備のあり方の中で、

５、地域連携課の設置について、６、教育委員会の

さらなる情報発信のあり方について、議席番号３番、

植村議員。 
〇３番（植村真美君） 〔登壇〕 通告に基づきま
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して、一般質問をさせていただきますので、ご答弁

のほどよろしくお願いいたします。 
 大綱１、高度情報化社会とともに歩む当市の対応

について。コンピューター、インターネットサービ

スの発達により職場の環境、コミュニケーション、

私たちの日常の生活までもが根本的に変化をしつつ

ある中で携帯電話、スマートフォンの登場により、

それに輪をかけて新しいネットワーク社会が広がり

を見せつつあります。地域や世代を超えた多彩交流

ができるなど、医療、教育、生活、社会組織から個

人間の交流の中までインターネットでつながり、今

後ますますそういった情報化社会は発展されていく

ことと思います。そのような中で当市といたしまし

ても情報化のよい点を活用し、各課の事業に対して

役立てていただきたくご検討いただきたく思ってお

りますが、その具体的な対策についてお伺いをさせ

ていただきます。 
 ①、独居高齢者世帯に関連する対策について。当

市は、２人に１人が高齢者といった50％に近づくほ

どの高齢者のまちでございます。そのような中、高

齢者の安否確認、生きがいをはぐくむための対策と

して高齢者間でのコミュニケーションの場づくり、

そのきっかけづくりをさらにご検討いただきたく思

っております。その手法の一つにスマートフォン、

スマホ、パソコンを導入することをお考えいただき

たく思っております。例えば滋賀県湖南市の高齢者

がスマートフォンでバス予約できるシステムであっ

たり、徳島県上勝町の高齢者がパソコンを使って葉

っぱビジネスを行うなどといった事例のように、地

域社会組織内において共通話題の提供と先端機械を

使用することの動機づけ、例えば先日も札幌の市内

の団体で取り組まれておりましたが、高齢者の方に

デジタルカメラの講習会を行い、お孫さんのかわい

い写真をどう撮るのかなど、楽しみをふやし、高齢

者の方にまずはデジタル機器に触れ、知ってもらう

ことから始めるなど、独居高齢者世帯に対してのサ

ービスを向上する上でのスマートフォン、パソコン

システムの導入、設置のご検討をいただきたく思っ

ておりますが、この点につきましてはいかがでしょ

うか。 
〇議長（獅畑輝明君） 介護健康推進課長。 
〇介護健康推進課長（斉藤幸英君） ご質問にお答

えいたします。 
 高齢化が進む当市にありましては、65歳以上の独

居高齢者世帯数で1,638世帯となっております。高

齢者の見守りなどに高度な情報通信技術を活用した

システムの開発が進められ、それらを導入する自治

体もふえてきておりますが、当市におきましてもパ

ソコンのテレビ電話複合端末を活用したシステムの

研修やデモを行い、庁内で検討を進めているところ

であります。また、先般携帯電話を活用したシステ

ムを導入している道内自治体への視察を行い、シス

テム導入のメリット、デメリット、さらには利用し

ている高齢者の活用状況などの調査を行ったところ

でもあります。導入に当たりましては、多額な費用

がかかることや毎月の利用料が発生し、利用者の負

担となり、導入が進まないことなどが挙げられてい

ますが、どのシステムにつきましても高齢者が有効

に活用できるかが大きな課題とされ、専任の職員を

雇い入れ、導入した世帯を順次訪問し、何度も使用

方法を説明してもなかなか理解が進まず、十分な有

効活用が図られていないということも多いとのお話

もいただいておりますので、操作が簡易で利便性が

あり、赤平市の高齢者がより有効活用できるシステ

ムの調査研究を引き続き進めていきたいと思ってお

ります。 
 以上です。 
〇議長（獅畑輝明君） 植村議員。 
〇３番（植村真美君） 〔登壇〕 こういった電子

機器の部分を導入するときにやはり最初に問題にな

ってきますのが、そのコストの部分と使いこなしの

部分だと思われますが、最近各ソフトウエアの会社

では開発されているクラウドサービスというのがご

ざいまして、その実証実験先を探しているケースも

ございます。その際には、導入時のトータルコスト

が大変低額になるという利点もございます。他の地
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域でも取り組んでいる中におきましては、国の政策

も活用している部分もあるとのことを聞いておりま

す。こういった大変早く発展する情報化社会の中で、

当市の高齢者を取り残すことのないように、先進的

な取り組みをそういったソフトウエア会社との連携

のもとに考えていただきたいと思っておりますが、

そういったクラウドサービスの導入などについての

今後の当市のお考えをお聞かせいただきたく思って

おります。 
〇議長（獅畑輝明君） 介護健康推進課長。 
〇介護健康推進課長（斉藤幸英君） 現在私どもの

中では庁内で検討しているのは、高齢者の見守りと

いうことに主眼を置いてそういったシステムの検討

をしておりますが、ただいま議員からご提言があっ

た件も含めて、どういったシステムなら高齢者が有

効に活用できるのかということを引き続き検討を進

めてまいりたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。 
 以上です。 
〇議長（獅畑輝明君） 植村議員。 
〇３番（植村真美君） 〔登壇〕 ご検討のほどよ

ろしくお願いいたします。 
 続きまして、②、病院の受け付けに関する対応に

ついて。当市の市立病院を他地域との差別化を図る

サービスにおきまして、受け付け、待ち時間などの

状況がパソコン、携帯からもわかるようなシステム

を導入し、待ち時間を少なく、職場の環境が忙しく

働き盛りの若い年齢層が病院を利用しやすいような

環境づくりを考え、市立病院の収益増につなげてい

ただける工夫をしていただきたく思っておりますが、

この点につきましてはいかがお考えでしょうか。 
〇議長（獅畑輝明君） 病院事務長。 
〇市立赤平総合病院事務長（實吉俊介君） 病院の

受け付けについてお答えいたします。 
 日ごろ就労されている方やお子さんを抱えた親御

さんにとって気軽に待たずに受診できる機会をふや

すことは、病院の患者増につながる可能性とともに、

インターネットや携帯サイト、または窓口での簡単

なパソコン操作により待ち時間の確認や予約を行え

ることは患者さんの利便性の向上につながることと

思っております。しかし、当院の外来患者の８割が

お年寄りであること、また経営健全化計画の推進に

当たり経費の削減を進める中システムの導入に多額

の経費を要すること、あわせて診療科によってはそ

の有効性の違いもあることは事実であります。しか

しながら、小さなお子さんを抱え、長い待ち時間を

危惧する親御さんなど比較的若い方がかかわる小児

科につきましては、その診察時間や予防接種などの

情報を日常的に使いなれているインターネットや携

帯サイトにて提供することは有効であると考えられ

ますので、今後小児科の担当医師と十分に協議しな

がら検討してまいりたいと存じます。 
 以上です。 
〇議長（獅畑輝明君） 植村議員。 
〇３番（植村真美君） 〔登壇〕 今のようなお答

えで工夫いただいて、できるところからぜひ導入を

ご検討いただきたく思っております。よろしくお願

いいたします。 
 ③、ソーシャル・ネットワーキング・サービスの

活用について。通称ＳＮＳと呼ばれる人のつながり

の仲介をしてくれるサービスサイトでございますが、

代表的なものといたしましてはミクシィ、ツイッタ

ー、フェースブック等あります。各自治体、公の団

体におきましても利用率が高まってきております。

佐賀県武雄市では、つながる部秘書広報課の中でフ

ェースブック係を設置しまして、ホームページから

フェースブックへの全面移行をし、特産品のＰＲや

地域内での行事ＰＲ、報告等、全世界のユーザーに

発信しております。私もユーザーの一人として感じ

るフェースブックの利点といたしましては、実名提

供での情報発信なので、互いの信頼関係が構築でき

る、話題が一固まりになっている、更新も簡単でリ

アルタイムに可視化できる、ユーザーの反応も早く

話題が盛り上がっている点などにおきましては、フ

ェースブックの利用を当市としてもぜひお考えいた

だきたく思っております。市民、市外との連携を強
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めていく中においてこのようなＳＮＳを情報発信の

中に取り組んでいただくというお考えはどういった

ものでしょうか、この点につきましてもいかがお考

えでしょうか、よろしくお願いいたします。 
〇議長（獅畑輝明君） 企画財政課長。 
〇企画財政課長（伊藤寿雄君） ソーシャル・ネッ

トワーキング・サービスの活用についてお答えさせ

ていただきます。 
 人と人のつながりをサポートするコミュニケーシ

ョン型のウエブサイトのことをソーシャル・ネット

ワーキング・サービスと申しますが、現在各自治体

においても地域コミュニティの活性化や地域住民の

行政への参加を目的にこのサービスの利用に当たっ

て検討が進められております。近年、地域に特化し

た情報交換やコミュニティ活性化を目的とした地域

密着型ソーシャル・ネットワーキング・サービスも

全国各地で開設され始めており、こうしたサービス

の運営主体はＮＰＯや任意団体、個人などさまざま

でありまして、地域に対する感情を共有するコミュ

ニティ形成により地域振興への効果を上げるサイト

も登場するなど、各方面におけるサービスの試みが

なされている状況であります。 
 そこで、当市としての取り組みに関してでござい

ますが、情報化社会の進展によってできるだけタイ

ムリーな情報提供が求められる時代を迎え、さきに

実施した職員提案の中でも議員の趣旨と類似した提

案が出されておりまして、フェースブックやミクシ

ィ、携帯端末の利用など、幅広い情報提供のあり方

と高齢化社会に対応したＩＴ活用について検討を開

始することとなっておりますし、さらに市のホーム

ページにつきましても平成17年度にリニューアル化

して既に６年以上経過しているため、現在再度リニ

ューアルに向けた見直し作業に当たっており、こう

した経過を踏まえて効果的な情報発信やコミュニテ

ィの形成に努めてまいりたいと考えておりますので、

ご理解賜りますようお願い申し上げます。 
 以上です。 
〇議長（獅畑輝明君） 植村議員。 

〇３番（植村真美君） 〔登壇〕 フェースブック

とか、そのほかのＳＮＳの場合につきましてもやっ

ぱり見られている視点の数が全然違うと思いますの

で、ぜひ有効的にお考えいただきたく思っておりま

す。よろしくお願いいたします。 
 続きまして、大綱２、実践型の人材育成の考え方

について質問させていただきます。今や行政サービ

スの一部を市民活動団体、民間企業に委託するとい

った、さきの質問でもございましたが、ＰＦＩ、指

定管理者制度など珍しくない時代背景の中で市職員、

関連する団体が同じ意識を共有し、さらに団結力を

強固なものにするために市民とともに将来の地域像

を語り合い、政策をつくり、進めていくといった共

通の目線になるための人材教育のあり方をご提案し

たく思っておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 
 ①、市民活動団体と市職員合同研修の導入につい

て。百聞は一見にしかずという言葉がございますが、

市民活動家が市内の活動だけでは視野も徐々に狭ま

り、さらなる活動の展望を見出すことも難しくなっ

てくることが見受けられております。 
 そこで、他地域、同じ思いを掲げ、共通する活動

家の出会いや先進事例を見学、視察に行くための助

成を行い、さらに関係する課の職員や興味のある職

員も同行するといった研修の機会を与えていただき

たく思っておりますが、この点につきましてはいか

がでしょうか。 
〇議長（獅畑輝明君） 総務課長。 
〇総務課長（町田秀一君） 市民活動団体と市職員

合同研修の導入について申し上げたいと思います。 
 現在職員研修といたしまして、北海道への派遣を

初め、地方公務員法や地方自治を初めといたしまし

た基礎研修や職務遂行に必要な専門知識や技能の向

上を図るため、税務事務や社会福祉主事、老人福祉

施設職員などの専門研修への参加、さらに登別市連

合町内会長さんを講師としてお招きいたしまして、

「協働のまちづくりをめざして」と題して先月19日

に開催されました社会福祉大会の講演会の参加や鈴
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井貴之氏を講師といたしましたまちづくり講演会の

参加など行ってきているところでございます。 
 お話のございました市民活動団体との共同の研修

につきましても、協働のまちづくりの実践として実

際先進地に行きまして肌で感じることも必要であろ

うと思いますので、担当課を中心といたしまして、

業務に影響ない限りにおいてそのような研修機会に

積極的に参加できるよう努めてまいりたいと考えて

いるところでございます。ご理解よろしくお願いし

ます。 
〇議長（獅畑輝明君） 植村議員。 
〇３番（植村真美君） 〔登壇〕 ぜひそういった

方向性も考えていただきたいと思いますが、これは

要望としてなのですけれども、今までも積極的に取

り組まれております違う課のことなのですけれども、

まちづくり・人づくり基金条例という中におきまし

ても派遣研修事業やリーダーの養成などをうたわれ

ている部分がありますので、ぜひその部分につきま

しても関係課と協議を重ねていただいた上で、そう

いった市民団体に向けて研修事業に対しても利用し

やすいような周知徹底を図っていただきたく思って

おりますので、何とぞよろしくお願いいたします。 
 続きまして、②の市民活動団体におきます事業提

案の導入についてでございます。市が企画する事業

の中に市民活動団体が掲げる事業内容と重なる点が

あれば、市の事業の一部を市民活動団体に委託して

協働で事業をつくり上げていくといった事業体制を

つくり、市民と市職員のかかわり合いを密にする中

で互いに成長できる仕組みが自動的にできる形態を

考えていただきたく思っておりますが、この点につ

きましてはいかがでしょうか。 
〇議長（獅畑輝明君） 企画財政課長。 
〇企画財政課長（伊藤寿雄君） 市民活動団体にお

ける事業提案の導入についてお答えさせていただき

ます。 
 現在国では地域主権型社会を目指しており、地域

の役割や責任がますます重くなってまいります。そ

のため、第５次赤平市総合計画の中でも協働のまち

づくりを提唱し、住民懇談会の開催数や開催地をふ

やすほか、まちづくり講演会の開催や駅裏炭鉱跡地

活用検討市民協議会を設置するなど、市民のまちづ

くりに対する意識啓発と市民の声を反映できる場づ

くりに努めているところであります。 
 今後における課題といたしましては、市民活動団

体を初めとする人材育成が大変かぎを握っていくと

思われますし、また行政自身も個々の資質向上に向

けた努力も必要になってまいります。そうした意味

でも、情報共有や本音の議論を展開する上で直接的

対話の機会を設けることが大事であると考えており

ますし、市民活動団体との話し合いの場を通じてま

ちづくりに関する事業提案をいただく場をつくり上

げていきたいと考えております。 
 こうした事業提案は、時には自己責任を伴うもの

もあるかもしれませんが、市民、団体、企業、そし

て行政との協働事業を実践する糧となり、一方では

役割分担を明確に位置づけることにもつながると思

いますので、実現に向け検討を進めてまいりたいと

考えておりますので、ご理解いただきますようよろ

しくお願い申し上げます。 
 以上です。 
〇議長（獅畑輝明君） 植村議員。 
〇３番（植村真美君） 〔登壇〕 ぜひ前向きにご

検討いただきたく思いますが、これも意見と要望の

中ではございますが、先日いただきました第５次赤

平市総合計画の中に、来年、大地に根差したたくま

しい産業をつくりましょうという部門の中に大変興

味深い、若者たちも参加しやすい、各企業も参加し

やすい事業内容も掲げられています。ビジネスサー

クル研究会設立、物づくりサミット赤平の開催であ

るとか、赤平うまいもんコンクールの開催検討など、

こういった事業に向けましてもぜひ市民団体との協

議を重ねていっていただいて継続できる地元に密着

型の事業形態にしていただけたらというふうに思っ

ておりますので、ご検討いただきたく思っておりま

す。よろしくお願いいたします。 
 続きまして、大綱３、産業観光を進めていく上で
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の課題について質問させていただきます。観光のあ

り方もこれまでとは違い、ニューツーリズムといっ

た個人向けの多様化する知る、学ぶ、体験といった

欲求を満たす新しい観光のあり方が提唱されている

時代背景でございます。その中で当市といたしまし

ては炭鉱の歴史を持ち、物づくり企業が密集する当

市におきましては観光を産業としてのとらえ方だけ

ではなく、経済的なメリットとしてとらえ、産業観

光という位置づけが市民活動においてもウエートを

高めておりますので、最適な方向性と考えておりま

す。その学習型観光とも言われる産業観光につきま

しては、関連する団体、者たちで話を行い、今後ど

のように時間、空間、人材を使い進めていくのかを

協議する場、結果だけを求めることではなく、次の

ステップのために経過をはぐくんでいくことも大切

な考え方だと考えております。そのような中で、当

市におきましても先駆けてご協力いただきたい点を

ご質問させていただきます。 
 ①、交流センターみらいでの情報発信力について。

地域活動の中において団体での活動が活発に行われ

ておりますが、それぞれの団体は自分の活動のこと

だけが中心となりがちで、他の活動を理解すること

や連携を図ることなどがなかなか難しい状態になっ

ていることがうかがえます。また、当市の観光とい

たしましても情報発信が少なく、情報はあったとし

ても情報を吸収するところ、吐き出すところの統一

性がなく、わかりにくい情報発信となってしまって

いるのが現状だと思っております。赤平市民、赤平

を訪れる方々にリアルタイムに市民活動の情報と観

光につながる情報発信をぜひお考えいただきたく思

っております。まずは、赤平の顔でもある交流セン

ターみらいの１階のスペースにその情報の統一をさ

れるような掲示板、案内板、各団体が自由に使用で

きるようなスペースもご検討いただくなど、まずは

各団体との協議も行い、リアルな地域の情報や活動

が赤平の「みらい」に行ったらわかるといった場づ

くりをまずはお考えいただけませんでしょうか、そ

の点ではいかがでしょうか。 

〇議長（獅畑輝明君） 商工労政観光課長。 
〇商工労政観光課長（伊藤嘉悦君） 交流センター

みらいでの情報発信力ということでお答えさせてい

ただきます。 
 昨年、通行者も含めた利用頻度が高いフラワーヒ

ルズコミュニティ広場に設置してあります既存の観

光案内看板を大幅にリニューアルし、エルム高原施

設の案内も兼ねた両面を活用し、当市観光のＰＲに

努めているところであります。また、赤平観光協会

が主体となりまして、イベント周知や市内の物づく

り企業並びに地場産品を初め飲食店なども掲載した

観光パンフも作成し、市内外に対し広くＰＲしてい

るところであり、ＪＲや中央バス利用者などの交通

の中心となっている交流センターみらいにも観光パ

ンフを常設し、社会教育課とも連携を図りながら当

市の総合案内に努めているところであります。特に

駅はまちの顔、そのまちに訪れる人の道しるべ的な

機能として重要な役割も果たされているものと認識

しております。こうした機能を兼ね備えていること

を勘案しますと、そのまちの特徴や個性といったも

のが重要になってくると考えますことから、当市の

特徴を前面にアピールできるものを最大限に生かさ

なければなりません。以上の観点からも、まちの特

徴とデザインについて市側の考えだけでつくるもの

ではないと考えていますことから、設置場所、規模、

デザインなど総合的に検討する前に、まずは交流セ

ンターみらいを所管しております社会教育課と十分

連携を図りながら協議してまいりますとともに、火

まつりなどのイベント、炭鉱遺産を初めとする産業

遺産やエルム高原、あるいは物づくりのまちを発信

できるものなど、産業観光ルートの推進といった当

市の魅力を最大限にＰＲするため、観光ルート開発

とあわせて観光協会を初め関係団体などと協議して

まいりたいと考えておりますので、ご理解いただき

ますようお願い申し上げます。 
〇議長（獅畑輝明君） 植村議員。 
〇３番（植村真美君） 〔登壇〕 ご答弁聞かせて

いただきました。その中で生きた情報発信力という
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ことについて、やっぱり発信をしていかなければい

けないと思うのです。フラワーヒルズ広場に看板を

設置されていることやそれ以外にもパンフレットを

作成したりということは、活動の中では見させてい

ただいておりますが、赤平で観光に近づくもの、地

域の情報発信というものに対して生きた情報を発信

するということの考え方について、その課や連携す

る関係者との協議をされて何かご意見を持たれてい

るということはありますでしょうか。 
〇議長（獅畑輝明君） 商工労政観光課長。 
〇商工労政観光課長（伊藤嘉悦君） 課の連携とい

うこともありますけれども、現在「みらい」のほう

におきましては社会教育課のほうの窓口で観光の案

内をしていただいているというようなことをやって

いただいておりますし、また情報発信という点にお

きましては職員提案の中で掲示板の設置というよう

な案も出ておりますので、今後検討していくことだ

というふうに考えております。 
〇議長（獅畑輝明君） 植村議員。 
〇３番（植村真美君） 〔登壇〕 生きた情報の発

信という方向性もぜひお考えいただきたい要素の一

つかなと、今ご答弁聞かせていただいた中で思いま

したので、よろしくお願いいたします。 
 続きまして、②の国の重要文化財登録の検討につ

いてご質問させていただきます。2003年に赤平で行

われました国際鉱山ヒストリー会議、多くの研究者

の方たちが世界各国からお見えになり、赤平の炭鉱

遺産も整備され、注目されるようになりました。そ

の後2005年に夕張で開催されました炭鉱サミットに

は、空知管内市町村の首長が炭鉱遺産存続の意思を

共通なものといたしまして、2007年には空知総合振

興局の大きな支えもあり、広域の市民活動をネット

ワークするＮＰＯ法人炭鉱の記憶推進事業団が設立

されております。そして、空知の炭鉱遺産施設と生

活文化の一つとして北海道遺産にも認定されており

ます。また、空知総合振興局の地域重点プロジェク

トにおいて炭鉱の記憶で地域づくりと掲げられ、道

からの職員派遣制度においても道の職員を派遣して

いただいております。北海道も、炭鉱遺産に対する

重要性は大きく認めていただいていると認識してお

ります。また、当市での市民活動も活発となってお

り、ことしの秋には立坑の所有者の深いご理解もい

ただき、立坑にライトアップを行い、2,000名ほど

の集客を迎え、地域においても炭鉱遺産に対する一

定の理解を得られているものと思っております。そ

のような中で当市での立坑は、現存する炭鉱遺産の

中におきましてもとりわけ保存状態がよく、北海道

における坑内掘り炭鉱の象徴的な施設であり、我が

国の石炭産業の英知と技術を後世に伝えることがで

きる貴重な建造物として今後守り続けていくために

も、維持費の工面のためにも国の重要文化財登録へ

とご検討いただけることはできないでしょうか。こ

の取り組みにつきましては、長期の計画、準備期間

を要し、継続的な体制が必要になってくると思われ

ます。見識のある研究者にお伺いを立てながら、先

駆けてご検討をいただく時期に来ていると思います

が、いかがでしょうか。この点につきましてよろし

くお願いいたします。 
〇議長（獅畑輝明君） 社会教育課長。 
〇社会教育課長（吉村春義君） 大綱３、産業観光

を進めていく上での課題について、②、国の重要文

化財登録の検討についてお答え申し上げます。 
 現在炭鉱遺産について市民団体などでさまざまな

活動が行われ、成果を上げているところです。市民

団体等が活動していく上で炭鉱遺産の保存継承が求

められるところですが、保存継承に取り組むに当た

り財産の位置づけや維持管理費用の捻出などたくさ

んの課題があります。また、炭鉱遺産については、

空知の炭鉱関連施設と生活文化として北海道遺産に

位置づけられていることから、赤平市教育委員会と

して保存継承についていろいろな視点から検討を行

っているところです。今回ご質問の国の重要文化財

登録の検討についても今後の検討材料としてまいり

たいと思いますが、前段で出てきました財産の位置

づけや維持管理費用の捻出などについて等の大きな

課題が残されていることから、今後観光、教育の両
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視点から検討協議を重ね、市民及び市民団体、行政

の総意としてどのような形での保存継承を行うのか

を模索し、１つの形にできるよう検討してまいりた

いと思いますので、ご理解賜りますようお願いいた

します。 
〇議長（獅畑輝明君） 植村議員。 
〇３番（植村真美君） 〔登壇〕 ご答弁いただき

ました。その中におきまして、何点かお伺いしたい

点がございます。実際に市民活動も活発になってき

ているということで、それはことしだけのことでは

ないということは今のご答弁の中にも感じていただ

いているということは感じております。そういった

中でいろいろとご検討いただいて、ご苦労されてい

ることもあるということでお察しいたしました。そ

れで、立坑の今の所有者というのが当市のものでは

ないということも含めて、その移転、移動とか、そ

ういったものもご検討いただく方向性であるという

ことも理解させていただきました。国の重要文化財

に登録するに当たるまでには、いろんな段階を経て

いかなければいけないというデータをいただいてお

りまして、まず道や市町村の指定する文化財という

位置づけから議論を進めていくことも他市では取り

組まれていることだというふうに聞いておりますが、

当市におきましても赤平市文化財団保護条例という

ものがございまして、文化財保護委員会というもの

も設置されているということでございます。そこの

協議におきましては、場合によっては補助金を申請

することであったり、文科省におきましても調査に

関係する補助金が出るなど、ご検討いただける場合

もあるということを伺っておりますが、当市の文化

財の保護委員会というものがどのぐらいこの炭鉱遺

産を注目されているのか、そういった協議が最近行

われているのかどうか、そのあたりをお伺いさせて

いただきたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。 
〇議長（獅畑輝明君） 社会教育課長。 
〇社会教育課長（吉村春義君） 赤平市文化財保護

委員会の近年の活動状況についてお答え申し上げま

す。 
 まず、平成18年３月15日、このときには炭鉱遺産

公開について等の議題について審議が行われており

ます。それから、平成19年３月16日、赤平市郷土館

の廃止について等を議題として審議をされておりま

す。それから、直近では平成21年９月８日、住吉獅

子舞保存会の伝承保存に係る検討会議等を開催され

ている状況でございます。 
〇議長（獅畑輝明君） 植村議員。 
〇３番（植村真美君） 〔登壇〕 今のところ、お

伺いした内容におきますと、炭鉱遺産の保存とかに

関する話題は出ていないという認識の中でよろしか

ったでしょうか。そういった委員会が当市におきま

してもあるということの中で、今後も国の重要文化

財の登録の検討なども将来的な視野に入れました中

での協議などをぜひご検討いただきたいなというふ

うに感じてございます。その中で実際にその文化財

保護委員会の体制も含めて見直しも必要であれば、

そういったことも検討の中に入れていただきたいな

というふうに思っております。 
 もう一点ちょっと質問させていただきたい部分が

ございますが、本日も実は韓国の行政視察の方たち

が立坑を見学に赤平に来ておりまして、幅広い方た

ちにやっぱり赤平の炭鉱遺産が学習遺産との位置づ

けにもなるぐらいな形で世界各国からも注目を浴び

るようになってきている状態の中で、先ほどもお話

しさせていただきましたが、2005年に夕張の地にお

きまして炭鉱遺産サミットというのがございまして、

そこには空知管内の市町村の方たちにお集まりいた

だきまして、今後の炭鉱遺産の保存の仕方、継承し

ていこうということでの意識が統一されたという見

解の中で、当市だけの考え方ではなくて、広域的な

体制もとっていくべきではないのかなというふうに

考えております。その広域的な連携の体制づくりに

ついてどのようにお考えなのか、お聞かせいただき

たく思います。よろしくお願いします。 
〇議長（獅畑輝明君） 社会教育課長。 
〇社会教育課長（吉村春義君） 広域的な協力体制
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についてお答え申し上げます。 
 郷土赤平の炭鉱遺産等の保存継承については、貴

重な遺産などでありますので、赤平市教育委員会と

して大変重要な課題であると認識しております。炭

鉱遺産の広域的な協力体制につきましては、各市町

村で取り組み状況に多少の温度差があるようであり

まして、議員が言われるような広域的な協力体制を

とるにはやはり多少の課題が見られるのではないか

と思っています。道の総合計画の中でこの炭鉱の記

憶事業は重点事業として位置づけられておりますの

で、今後道が組織いたします炭鉱の記憶で地域づく

り推進会議の中でさらなる広域的な協力体制につい

て具体的に協議していただくよう働きかけなければ

なりませんし、関係市町あるいはＮＰＯ法人炭鉱の

記憶推進事業団などとの連携も強化しながら、観光

や教育の視点から炭鉱遺産の有効活用に一層努力を

してまいりたいと考えておりますので、ご理解賜り

ますようお願い申し上げます。 
〇議長（獅畑輝明君） 植村議員。 
〇３番（植村真美君） 〔登壇〕 ぜひ市民活動の

後押しをしていただきたく思っておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 
 続きまして、③、新商品開発奨励規則の見直しに

ついて。ぜひこのような規則をさらに有効的に活用

していただきたく思っております。例えばあかびら

匠塾協議会の青年部というのがことし立ち上がりま

した。仕事が終わった時間に大変活発に活動を展開

されております。その中で来年度は匠塾内の企業が

連携し、物づくり開発を展開していこうという話に

なっておりまして、そんな展開をぜひ市のほうも利

用していただきたく思っております。さらに、その

規則を市内企業にＰＲをし、赤平の産業観光の一部

として経過を公開し、赤平産業観光見学ルートの中

に参加するということを条件とした中でコンペを通

じて調査、施策をする上でも補助が出る体制にする

など、ぜひやる気のある関係団体と協議した上でさ

らに使いやすい規則に見直していただきたく、そし

て行く行くは市外からも物づくりのクリエーターに

も審査員で参画していただけるようになるなど、展

開を考えていただきたく思っておりますが、いかが

でしょうか。 
〇議長（獅畑輝明君） 商工労政観光課長。 
〇商工労政観光課長（伊藤嘉悦君） 新商品開発奨

励規則の見直しについてお答えさせていただきます。 
 赤平市新製品開発奨励規則につきましては、本市

の誘発的な産業の開発と地域振興を図るため、地域

の特性に根差した新製品の開発、試験研究、調査等

を推進しようとする個人、法人、またはその他の団

体に対し、その奨励金の交付に関し必要な事項を定

めることを目的として昭和60年４月１日より施行さ

れております。なお、対象事業としては、新製品開

発のための試験研究または調査や特産品または新製

品の開発等となっており、補助率等につきましては

対象経費の３分の２以内とし、50万円を限度として

予算の範囲内とする。また、ただし他の助成制度の

適用が受けられる場合においては市長が必要と認め

る額とするとなっております。以上が現行規則の主

な内容でありますが、現在はほとんど活用されてい

ないという状況になっております。 
 そこで、どのような制度にしたらご活用いただけ

るのか、現在産業振興プロジェクトを設置し、見直

しを含め検討しているところでございます。主な検

討事項といたしましては、農商工連携を初め同業種

連携など、あるいは産官学連携などによる協同事業

化を対象とすること、また現在市内企業と意見交換

を行っているところでございますが、新たな製品づ

くり等にチャレンジするにも資金的に難しいとか、

あるいは既存製品の改良する場合においても活用で

きればありがたいなどといった意見も多く寄せられ

ているところでありますから、上限額の改正や協同

事業化等対象範囲の多様性について検討していると

ころでございます。幅広く活用いただける制度に改

正するため、今後とも市内のさまざまな分野の方の

ニーズを把握しながら、当市の魅力ある制度にして

まいりたいと考えておりますので、ご理解よろしく

お願いいたします。 
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〇議長（獅畑輝明君） 植村議員。 
〇３番（植村真美君） 〔登壇〕 平成24年度にも

このたびの規則を改正されるという方向性で動いて

いるということでありますので、大変期待をしてお

りますので、よろしくお願いいたします。 
 続きまして、大綱４、住環境と町並み整備のあり

方の中で。古い公共住宅の除却をし、広い残された

市有地、高齢者が家を手放し、都心や親族の家に引

っ越す方々の空き家の存在、人口減少によるすき間

の拡大、まちの景観の総合的な問題を考えた上で、

当市において将来の人口規模と想定される地域問題

に対し有効的な対策をお早目にお考えいただきたく

ご質問をさせていただきます。 
 ①、空き家の有効活用について。今や二地域住居

ということで、仕事を終えて定年後楽しい夫婦生活

を送りたいと田舎の地を求め、自分たちの許された

時間の中で生活を楽しむ方々、また以前からも要望

させていただいております若者への住居提供の問題

など、空き家を活用することで緩和ができないでし

ょうか。他市の取り組みでは、空き家バンクといっ

た空き家の情報収集をし、人口の増につなげている

まちの取り組みなどもございます。関係団体との連

携を図り、ご検討いただきたく思っておりますが、

この点につきましてはいかがでしょうか。 
〇議長（獅畑輝明君） 建設課長。 
〇建設課長（熊谷敦君） 空き家の有効活用につい

てお答えをさせていただきます。 
 全国的な問題として、空き家がまちの空洞化や防

犯面、景観等、問題視されている地域も多い中、今

後人口減少によりさらに大きな問題になると考えら

れております。本市の民間空き家の対策としまして

は、あんしん住宅助成事業において昭和56年建設以

前の老朽住宅除却に対して助成を行っており、これ

まで24戸の申請件数があり、地域の環境に影響を与

える廃屋状態放置の解消と耐震化率の向上及び建設

産業等地域経済の活性化に効果があったものと考え

ております。また、住宅情報としまして民間賃貸物

件情報を市ホームページで掲載をしておりますが、

提供物件の情報等収集に苦慮している部分や民間物

件の情報を提供することに対する行政としての責任

等について慎重に対応しなければならない課題もご

ざいます。移住、定住対策の一つとして民間空き家

の活用も有効な手段であると思われます。空き家バ

ンクは、自治体が地元住民の方から住宅の空き室、

空き家に関する情報提供を受けるなど、移住、交流

者向けの物件を収集、蓄積し、ウエブサイト等でそ

れらの物件情報を公開するもので、20年以上前から

使われている制度ですが、全国的に広がったのはこ

こ最近で、平成19年に設立した総務省、民間企業、

地方自治体で構成する移住・交流推進機構において

も空き家バンクナビとして全国の物件を紹介するな

ど、事業として取り上げられております。空き家バ

ンクは、移住、定住促進や空き家の再活用に効果的

な事業と考えられておりますが、提供してくれる物

件、入居者の情報が少なく、要望に見合う物件が少

ない、家屋の老朽化のため修復の経済的負担となり、

物件登録ができない、宅建業免許がなければ物件契

約に立ち会うことができない、またそのまちに住み

たいと思わなければ移住者はふえないため、まちと

しての魅力や生活基盤も必要であるなどの課題も挙

げられております。また、民間物件を行政が情報提

供することに対し売買上のトラブルに巻き込まれる

おそれもございます。しかし、若年層世帯を中心と

した移住、定住促進や地域活性化を目的として空き

家バンク等の情報の提供は有効な政策の一つである

とも考えられますので、今後庁内関係部署とも連携

を図りながら、空き家バンクを含めた空き家情報の

提供方法について検討してまいりますので、ご理解

いただきたくお願い申し上げます。 
〇議長（獅畑輝明君） 植村議員。 
〇３番（植村真美君） 〔登壇〕 ご答弁いただき

ました。関係団体の方々とのいろいろ協議の詰めも

あることと思いますが、そういった方たちと協議の

上、ぜひそういった活用方法を模索して見出してい

ただきたく思っておりますし、それとあとまちの魅

力を伝え切れなくて今まで失敗していたケースもあ
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るという課題も今伝えていただきましたが、赤平は

交通網といたしましても大変利便性の高いところで

ありますので、そういったことも含めて情報発信を

関係課とともに連携し合いながら行っていただきた

く思いますので、よろしくお願いいたします。 
 続きまして、②、市有地の有効活用について。市

有地の情報発信の拡大や説明会を行ってはいただけ

ないでしょうか。例えば高齢者専用住宅事業者向け

の説明会を行い、土地の紹介をするなど情報発信を

強化し、民間業者に市有地に関する興味を持っても

らい、情報交換の場を持ち、互いの情報を話し合う

ことで市有地を活用する方向性を模索するなど、求

められた土地にするためにはどのような政策が必要

なのか、今後の活用方針の一助としていってはいた

だけないでしょうか。さらに、行政サービスの観点

で残さなければならない土地であるのか、それとも

売却をしてもいい土地であるのか、営業体制をさら

に強化いただきたく思っておりますが、いかがでし

ょうか。 
〇議長（獅畑輝明君） 総務課長。 
〇総務課長（町田秀一君） 市有地の有効活用につ

いて申し上げたいと思います。 
 公営住宅を除却した跡地などの遊休市有地につき

ましては、お話のありました民間による活用を含め

まして定期借地権の導入など、その有効な活用方法

につきまして役所内に関係課長で構成される公共施

設専門改革部会や総合計画の推進のために設置いた

しました住環境整備プロジェクトで遊休施設や遊休

市有地のデータを集約するなど、まさしく今現在検

討を進めているところでございます。また、赤平駅

裏の炭鉱跡地の活用につきましても市民に参加をい

ただいている駅裏炭鉱跡地活用検討市民協議会にお

いて検討しているところでございまして、策定予定

の市有地活用計画に反映させていきたいと考えてい

るところでございます。このような状況でございま

すが、ゾーニング等めどがつきましたら、建設業協

会はもちろん、ホームページ等を活用し、民間業者

への情報提供をしていきたいと考えているところで

ございます。 
 以上、ご理解賜りますようお願い申し上げます。 
〇議長（獅畑輝明君） 植村議員。 
〇３番（植村真美君） 〔登壇〕 人口が減少して

きている中で、赤平市の町並みも大変変化が見られ

ております。その中で市内の町並みについての簡単

な地域住民への意識アンケート調査であったり、町

並み協議会などの設置をしながら、実際にみんなで

そういった町並みを歩いてみて赤平市の全体の景観

について話し合うことであったりと、将来の町並み

を整える上でも大切な重要な観点だと思いますが、

この点につきましてはいかがお考えでしょうか。 
〇議長（獅畑輝明君） 総務課長。 
〇総務課長（町田秀一君） 今現在まちづくり市民

会議を初め、多くの市民の皆様より市民アンケート、

住民懇談会、パブリックコメントなどを通じまして

ご意見、ご提言をいただき、市の総合計画を策定し

てきておりますので、本計画を基礎といたしますこ

とはもちろん、このときにいただきましたご意見な

ども参考とさせていただきまして、さらに必要に応

じアンケート等を検討してまいりたいというふうに

考えているところでございます。 
 以上でございます。 
〇議長（獅畑輝明君） 植村議員。 
〇３番（植村真美君） 〔登壇〕 住む場所である

とか、目線の部分でやはりまちの見え方も市民それ

ぞれが違う観点を持っていると思いますので、その

あたりもぜひ今後の政策の位置づけの中で聞き出し

ていただきたく思っておりますので、よろしくお願

いいたします。 
 それでは、大綱５、地域連携課の設置について。

核家族化、増加する独居高齢者、人材不足で町内会

の運営も大変厳しくなっている状況でございます。

当市には連合町内会がなく、町内会で起こる出来事

を解決する上で全市的にどのように判断すべきなの

か、解決するべきなのか戸惑うことも多くあると聞

いております。 
 そこで、町内会で困惑する出来事などを集約し、
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人口減少と時代の流れとともに今後の地域づくり体

制をどのように図っていくべきなのかを市民ととも

に協議する課、地域で起こっている問題事を地域団

体とともに敏速に協議できる課の設置をお考えいた

だきたく思いますが、いかがでしょうか。 
〇議長（獅畑輝明君） 総務課長。 
〇総務課長（町田秀一君） 地域連携課の設置につ

いて申し上げたいと思います。 
 町内会活動やコミュニティ活動の相談を初めとい

たしました支援につきましては、企画財政課が窓口

となって行ってございますが、その問題の内容によ

っては所管の窓口をご案内させていただきましたり、

課間の連携により対応させていただいたりしている

ところでございます。なお、特化した課題につきま

しては、新たに課の設置まではせず、総合計画の推

進におきましては産業振興プロジェクト、住環境整

備プロジェクト、少子化対策プロジェクト等プロジ

ェクトチームを、未収金の対策のために市税等収納

向上対策本部を、遊休施設の活用の検討のために公

共施設専門改革部会を設置するなど対応していると

ころでございますことから、必要があればこれらを

含め検討してまいりたいと考えてございますので、

ご理解賜りますようお願い申し上げます。 
〇議長（獅畑輝明君） 植村議員。 
〇３番（植村真美君） 〔登壇〕 大変市の職員の

数も少なくなっている中で、プロジェクトチームを

結成するなど、協議をいろいろとしていただいてい

るということを感じておりますが、この地域連携課

に思うことの中の一つに、またそういった市で取り

組んでいるプロジェクトチームの協議の内容であっ

たり、そういったものを公開するであるとか、また

必要な場合におきましては民間団体と協議する場所

というのもあってもいいのではないかなというふう

に感じているのですが、その点につきましてはいか

がお考えでしょうか。 
〇議長（獅畑輝明君） 総務課長。 
〇総務課長（町田秀一君） まさしくプロジェクト

チームの協議内容の公表についてということで、今

現在駅裏の炭鉱跡地の活用検討市民協議会のように

開催した都度、その開催結果についてホームページ

で公開しているものもございますし、個人情報など

内容にもよりますけれども、詳細とまでいかなくて

も可能な限り公表できるものはホームページなどを

活用しまして公表し、情報の発信、情報の共有につ

なげてまいりたいというふうに考えているところで

ございますので、よろしくお願いいたします。 
〇議長（獅畑輝明君） 植村議員。 
〇３番（植村真美君） 〔登壇〕 そういった話し

合いの場面におきましても市民の方たち、活動して

いる方たちの思いもぜひ吸い取っていただきながら、

無駄のない協議をしていただきたいなというふうに

思っておりますので、何とぞよろしくお願いいたし

ます。 
 続きまして、大綱６、教育委員会のさらなる情報

発信のあり方についてお伺いをさせていただきます。

当市の教育委員会の情報をもっとわかりやすいもの

にしていただきたい。統廃合を含め、今後の子供た

ちの教育環境がどのように変化するのか、とても不

安です。将来の赤平の教育について、いろいろな視

点で話し合える場所を設けてほしいという要望をい

ただいております。そんな要望がある中で、例えば

ですが、日ごろの教育委員会での活動経過がわかる

ように広報あかびらの中に教育委員会だよりといっ

たスペースを設け、全市小中学校の行事がわかりや

すくコンパクトに載っていたり、教育委員会や社会

教育委員会などで打ち合わせている経過などもわか

るように掲載したりと、教育委員会の特殊ページの

ご検討を関係者と協議をしながら進めていただくこ

とはできないでしょうか。 
 加えて、今後の赤平の教育行政について市民とと

もに自由な話し合いの場が持てるように、例えばこ

んばんは教育長室、こんにちは教育委員会といった

ような場を設けるなど、情報発信の強化とともに、

さらに情報収集の窓口も広げていただきたく思って

おりますが、この点につきましてはいかがでしょう

か。 
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〇議長（獅畑輝明君） 学校教育課長。 
〇学校教育課長（相原弘幸君） 教育委員会のさら

なる情報発信のあり方についてでありますが、市教

委では他の市部局と同様に市広報などを通じて行事

等のお知らせを行っているところであり、その軽重

はあろうかと思いますが、とりたてて教育委員会が

情報の発信に努めていないというわけではございま

せん。しかし、ご指摘のように要望があるというこ

とについてはしっかり受けとめていかなければなら

ないと思います。市教育委員会では、平成20年から

効果的な教育行政の推進を図ることと市民の方々に

対して説明責任を果たすことを目的に、教育行政に

関する事務の管理及び執行の状況について点検評価

報告書を作成して公表しております。執行方針につ

いても年度当初に広報掲載しているところでありま

すし、大きな事業などに係るものについてはその都

度お知らせするよう努めているところです。しかし

ながら、さらなるというご指摘があることは貴重な

意見として十分参考にさせていただきまして、今後

の施策、事業の展開に生かしていきたいと考えてお

りますので、ご理解いただければと思っております。 
〇議長（獅畑輝明君） 植村議員。 
〇３番（植村真美君） 〔登壇〕 本日、定例会が

始まってすぐに市長の報告の中にもございました。

市民懇談会に出されていることに対しても、次年度

の予算の中でご検討いただけるということでござい

まして、先日配布されました12月号の広報あかびら

の中におきましても、住民説明会の中において教育

委員会に対するご意見もあったと意識しておりまし

て、ぜひ１度だけの大きな情報の発信だけではなく

て、市民がやはりもう少し教育委員会のことに対し

て考えられる情報発信、身近な情報発信というので

しょうか、そういったことがなければ市民もなかな

か納得できる方向性にはたどり着かないのではない

かなというふうに感じている部分がございます。そ

れも、これからやはり子供たちの教育環境が変わっ

ていくわけですから、そういった観点におきまして

も各学校とも協力した上で学期ごとや季節ごとにお

いての具体的な情報発信のあり方というものをいま

一度ご検討していただきたく思っているのですが、

その点に関しましてはいかがでしょうか。 
〇議長（獅畑輝明君） 学校教育課長。 
〇学校教育課長（相原弘幸君） 住民懇談会での意

見については十分承知しておりまして、市長とも協

議はしております。教育に関することは、非常に市

民が興味があることでありますし、実際に身近な話

題ということになりますので、また大きな事業も

我々控えておりますので、そういったことを鋭意発

信していきたいという考えではおりますので、よろ

しくお願いします。 
〇議長（獅畑輝明君） 植村議員。 
〇３番（植村真美君） 〔登壇〕 決められた情報

を一方的に流すといった体制だけではなくて、教育

の場だからこそ意見交換の場をつくっていただきな

がら、ともに地域の方々と一緒に教育の環境につい

て考えるといった方向性をぜひつくっていただきた

いというふうに思っておりますので、そのあたりも

ぜひ来年度予算に向けて何か具体的なアクションを

期待しているところでございますので、何とぞよろ

しくお願いいたします。 
 以上で私の質問を終わらせていただきます。 
                       
〇議長（獅畑輝明君） 以上をもって、本日の日程

は全部終了いたしました。 
 本日はこれをもって散会いたします。 

（午後 ２時００分 散 会） 
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